


[image: ]










魔法で猫にされちゃったので、先生、なでなでしてください！
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　記憶は、そこから突然はじまっている。

　それはひどい大雨の日だった。雨粒が屋根をたたきつける音がやたらと大きくて、雨音がすべてを支配している、そんな一日だ。

　幼いココリナは、表通りにある飯屋の軒先にしゃがみこんで雨を避けていた。

　寒くて凍えそう。飯屋からはおいしそうな匂いが漂ってくるが、みなしごで無一文のココリナには、その店の戸をくぐることはできない。

　ただ、ここに座っていると隙間から店内の空気が漏れてきて、すこしだけ暖かいのだ。

　雨の音を聞きながら、うつらうつらしていたら、ふいに目の前の空気が揺れた気がして、ココリナは目を開け、小さく身体を震わせた。

　そこには、腕を組んで仁王立ちになった飯屋の店主が、怖い顔でココリナを見下ろしていたのだ。

「またおまえか。何度言えばわかるんだ、おまえみたいな浮浪児が店の前にいたら、営業妨害なんだ！　さっさと消えろ」

「……あ、雨が止むまで、ここにいさせて……」

　小さく消え入りそうな声でお願いしてみたが、店主はますます表情を険しくして、ココリナの小さな身体を蹴りつけた。はずみで雨の降りしきる石畳の上に転がり出てしまう。

　たちまち、ココリナのつぎはぎだらけの服がずぶ濡れになった。

　そこへ、馬車の車輪の音が迫って馬が大きく嘶き、近くを歩いていた人々が悲鳴をあげた。道に転がり出た彼女を、馬車が轢いてしまったように見えたのだ。

　だが、すんでのところで馬車は急停車し、ココリナは命拾いをした。

「大丈夫かね!?　怪我は……」

　目の前で止まった馬を茫然と見上げる彼女の傍に、馬車に乗っていた老人があわてふためいて駆け寄ってきた。

　立派な濃紺のローブを羽織り、豊かな白髭をたくわえたおじいさんだった。

「……」

　ドキドキする心臓を押さえてこくこくうなずくと、老人はほっと息をついた。

「この子は、この店の子ですかな？」

　立ち尽くしていた飯屋の店主に問いかけ、否定の言葉が返ってくると、彼は心配そうにココリナの顔を覗き込んだ。

「お嬢ちゃん、お父さんやお母さんはどこだね？　家は？」

　だが、彼女が何かを言うより先に、飯屋の主人がさも迷惑そうな顔で首を振った。

「そいつは最近この辺りをうろつくようになった浮浪児ですぜ。身分あるお方が気にかけるモンじゃねえです」

　店主の言葉に老人は小さく嘆息し、皺だらけの、でも大きな手をココリナに差し出した。

「こんな小さな子が行く当てもなく、雨に濡れているのかね。なんということだ」

　差し出された手をじっとみつめていたら、ふいに冷えた手を握りしめられ、立ち上がらされた。

「わしと一緒においで。こんなに小さな手が、氷のように冷たくて真っ赤だ。かわいそうに」

　頭から老人のローブをかぶせてもらったココリナは、箱馬車に乗せられた。

　そこには屋根があり、雨も風もなくてあたたかい。

　目の前の老人がずっと何かを語りかけていたが、ふいに襲ったあたたかさにココリナの瞼が急速に重たくなっていく。

　他人の目の前でうたた寝をしたのは、これが初めてのことだった。
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「ちょっと、あなた。制服が戻ってきてないわよ、どうなってるの」

　一等豪華な扉が開くなりまくしたてられて、バケツを持って廊下を歩いていた赤毛の使用人は立ち止まり、琥珀色の瞳をぱちくりさせた。

「ごめんなさい、アリシアさん！　今から取ってきますね！」

「もうすぐ就寝の時間なのに、今から取りに行くですって!?　毎日あれほど就寝までに届けるように言っているわよね、ほんっとにノロマなんだから。だいたい、その口の利き方はなんなの？　私を誰だと思っているの」

「マルグレイ侯爵のお嬢さまです。ほんとにごめんなさい！」

　イースバーン王立学院は全寮制だ。ココリナは寮の特等室に住むマルグレイ侯爵令嬢アリシアにどやしつけられ、にこにこしながら頭を下げた。

　アリシアは豊かな金色の巻毛を払い、眉根を寄せる。

「なぜニタニタ笑っているの、私は怒っているのよ！　人を馬鹿にするのも大概になさい」

「そんな、馬鹿になんてしていません。笑ってるつもりじゃないんですけど、地顔なんです。本当にごめんなさい」

　そう言って笑いながら頭を下げるココリナを、アリシアは見下すようににらみつけた。

「気持ち悪いったらないわね。いいから早く行ってきて」

「あっ」

　アリシアがスッと指を振ると、ココリナの小柄な身体が何かに突き飛ばされた。

　よろめいた拍子に、拭き掃除後の雑巾を洗ったバケツにつまずき、廊下一面が水浸しになってしまう。おまけに、その水の上に尻もちをついたので、スカートも下着もびっしょりだ。

　その姿を見て、アリシアはくすくす笑った。

「あらら、何もないところで転んだりして、一体どうなさったの？　汚いから早く拭きなさい。でも、制服も今すぐ取ってきてちょうだいね。言っておくけれど、汚したり濡らしたりしたら、ただじゃおかないわよ」

「は、はいっ」

　どちらを優先しようか迷いつつ返事をすると、アリシアが特等室の扉を乱暴に閉めた。すると今度は、隣の部屋の令嬢が顔を出す。

「ねえ、あなた！　さっき頼んだインクの補充はどうなっているの？」

「あっ、ごめんなさい。今すぐ！」

「待ちくたびれているのよ！　って、廊下が水浸しじゃない！　ほんとに何をしているの、役立たずの小間使いね」

　廊下に締め出されたココリナはぺこりと扉に向かって頭を下げると、スカートの裾を絞り、一階の洗濯室に寄って制服を取り、ついでに倉庫へと歩く。

　のんびり歩いて見えるが、本人なりに焦って急いで走っているつもりなのだ。






　――イースバーン王国は、魔術が存在する国だ。

　魔力を糧に、不思議な術を操ることができる一部の人々を『魔術師』と呼び、イースバーン王立学院で魔術を修めた者は『魔導師』の資格を得る。

　しかし、王国に魔力を持つ人間はごく一握りで、魔導師となるのは真の精鋭である。たとえ平民であろうと魔力持ちは優遇されたし、貴族であれば魔導省に迎えられ、いずれ王国の重鎮となって権力を振るった。

　だが、魔力など欠片も持たないココリナにとって、魔術師も魔導師も雲の上の人々であって、まるで無縁の世界だった。

　ココリナは幼い頃から、全寮制のイースバーン王立学院で使用人として働いている。

　今の年齢は十六、七歳くらいだが、正確にはわからない。十年ほど前、王都ヴァルムの片隅でお腹をすかせていたところ、学院長のギルフォード公爵カリムに拾われたのだ。

　彼女はココリナという己の名と、自分が親に捨てられた孤児であるということしか記憶していなかった。

　だが、カリム学院長に学院での仕事をもらえたので寝食に困らなくなった。

　それに加え、学院で働くには字の読み書きが必須だからと、ここへきた当初、学院長室でみっちり教わった。おかげで、現在はなんら不自由がなくなり、読書が趣味になったくらいだ。

　ゆえに、ココリナにとってカリム学院長は命の恩人であり、偉大な先生なのだ。もっとも、ココリナを拾って五年の後には病で身罷ったので、もうこの世の人ではなくなってしまったが。

　――悲しかったけれど、悲しみに暮れている暇はなかった。

　ココリナは艶のないくすんだ赤毛をひとつに束ね、かぎざきのある真っ黒な使用人のワンピースを着て、今日も早朝から深夜まで寮生の世話に掃除、講師の小間使いと、それはそれは忙しなく走り回っていた。

　この女子寮には貴族の子女が二十名ほど、それぞれ個室を与えられて住んでいるのだが、ココリナのおっとりしすぎた性格と行動が災いし、住人たちに必ずどこかで怒られている始末だ。

　本来、洗濯物を出しに行ったり取りに行ったり、備品の補充、部屋の清掃などは個々で行う規則になっている。しかし、使用人任せにすることに慣れた貴族の令嬢たちが、ココリナを自分の専属侍女のように扱うので、まったく休まる時間がないのだった。

　学生は講義中以外に魔術を使うことも禁じられているが、あまり守られてはいない。ココリナがさっきのように転ばされたり、ちょっとした悪戯の餌食になるのは日常茶飯事なので、魔術がすこし苦手だ。

　学院長が健在だった頃は、主に学院長室の小間使いをしていたのだが、学院長が急逝した途端に組織ががらりと変わってしまった。その過程で、人手の足りなくなった女子寮の仕事もココリナが受け持つことになり、この惨状だ。

　新しくやってきた学院長は前学院長の息子だが、ほとんど名ばかりで学院を訪れることはあまりなかったし、前学院長は本当にあっけなく亡くなってしまったので、ココリナのことは誰にも引き継がれなかった。

　前学院長が拾ってきた、孤児のココリナを気遣う人は誰もいない。むろん後ろ盾もないので、十歳そこそこの彼女は、居場所を失わないために必死に働いた。

　だが、与えられた過剰な仕事を従順にやり遂げようとするので、毎日が過労気味だった。






　今夜は制服と補充用のインクを届ければ終わるはずが、バケツをひっくり返してしまったので、廊下の拭き掃除もしなくてはならない。

　アリシアの魔術で転ばされたことはわかっているが、抗議はもちろんできるはずがなかった。

「おなかすいたな……」

　ずっと寮棟で忙しく働いていたので、夕飯を食べ損ねてしまった。

　台所も多忙なので、時間内に食事をしないと料理を下げられてしまうから、今夜は食事抜きだ。

　といっても、つらい顔をするわけでもなく、にこっと笑っている。

　怒られても笑顔でいるところが「反省の色なし」として、令嬢たちの怒りを買っていることはわかっている。

　しかし、悲しい顔をすると自分が悲しくなってしまうし、不満や不平を見せればさらに彼女たちの怒りを煽ることも知っている。

　結果的に、無表情になるか笑うか、どちらかしか選択肢がなかったので、せめて自分が楽しくなれるよう、笑うことにしているのだ。

　ちなみに、怒り方は知らなかった。

　空腹を抱えながら寮棟を出ると、学舎の地下にある自分の部屋へと向かう。

　学生寮から学舎をつなぐ小路の脇には薔薇がたくさん咲いているが、さっきまで小雨が降っていたせいで水滴が花びらの上に留まり、月光を受けて輝いていた。

　ココリナが花びらを指で弾くと、雫が細かく飛び散り、きらきらと軌跡を描きながら消えていく。

「きれいですねえ」

　背後から突然声がかかり、ココリナは飛び上がった。

「シ、シールギッド先生。こんばんは」

「はい、こんばんは。ココリナさんは、こんな時間までお仕事ですか？」

　ココリナが振り返った先でにこにこしている丸眼鏡の青年は、先月から古代語の講師として赴任してきた、ラングス・シールギッドだった。

「あ、はい……」

　令嬢たちの前では元気いっぱいに笑っていたココリナだが、彼の顔を見た途端に睫毛を伏せて、うつむきがちに頬を染めた。

　そして内心で付け加える。

（ラングス先生のほうが、断然キレイです……）

　二十代半ばくらいのラングスは、銀糸のように艶めく長い髪と、丸眼鏡の向こうに夜空に似た濃紺の瞳を持ち、全身から穏やかな空気を発している人だった。

　整った顔立ちは、雰囲気同様におっとりしていて、話し方ものんびりだ。使用人のココリナに対しても低姿勢で、言葉遣いも丁寧である。

　ラングスが講師として学院にやってきた一ヶ月前、彼の講師室で荷ほどきを手伝って以来、顔を見ると声をかけてくれるようになったのだ。

　こんな真夜中に会えるなんてものすごい偶然だ。

　でも、さっきバケツの汚水の上に転んでしまったので、スカートの後ろは濡れていて汚いし恥ずかしいので、バレないようにラングスから一歩離れてごまかし笑いをした。

「シールギッド先生こそ、こんなに遅くまで。これからご帰宅ですか？」

「論文を書くのに夢中になっていたら、こんな時間でした。いえね、もともと自宅から通うつもりだったのですが、夜遅くなることが多いので、今はここに住み込んでいるんですよ。控室にベッドも入れました。しかし、今朝も早くからココリナさんが水汲みをしているのを窓から見ましたが、毎晩こんな遅くまで？」

「私、のろまで仕事が遅いので、人より時間がかかってしまうんです」

「そうなんですか……人には人のペースがありますから、あまり無理をなさらないように。実は明日の昼間、またココリナさんに仕事をお手伝いいただきたかったのですが、ご迷惑かな」

　そう言われると、すこし疲れていた頬を紅潮させ、ココリナは首を横に振った。

「いえ、全然大丈夫です。いつも先生方の雑用をお手伝いしてますから、すこしくらいはお役に立てるかもしれないです」

　仕事を失わないために必死に働いていたおかげで、学生寮の仕事も、講師の小間使いも、どちらもこなせるのだ。

　とはいえ、やはり孤児だった彼女を受け入れてくれたのは前学院長だけで、他の講師はココリナをあまり快くは思っていないようだったから、たまに「手伝ってほしい」と要請されると、認めてもらえるかも、役に立てるかもと喜んで引き受けてしまうのだ。

　しかもそれがラングスの頼みとあれば、断る手はない。彼はこの学院でいちばんココリナにやさしくしてくれるから、役に立ちたかった。

「時間ができたらでいいですよ。明日は午後から講義がないので、もし大丈夫そうであれば、僕の部屋まで来てください」

「わかりました。午後、時間作っておうかがいしますね。では、もう寝ないといけないので、失礼しま……」

　頭を下げて辞去しようとしたときだった。薔薇の茂みの中から一匹の猫が飛び出してきた。学院の庭に住み着いている黒い野良猫で、ココリナによく懐いている。

「あ、ピピ」

　唯一の友人である黒猫にココリナが手を伸ばそうとした瞬間、ラングスが小さく悲鳴をあげ、腰を抜かす勢いで後ずさった。

　そしてすぐさま背中をこちらに向けてしまう。

「シールギッド先生は、猫がお嫌いなんですか？」

「……す、すみません、猫を見ると動悸が。ではココリナさん、明日よければお願いします」

「はい、おやすみなさい」

　そのままふらふらと立ち去ろうとしたラングスだったが、ふいに立ち止まって彼女を振り返った。

「そうだココリナさん、ちょっと」

　黒猫のピピが怖いのか、自らこちらに近寄ってはこずココリナを手招きする。濡れたスカートを気にしながらも喜んで近づくと、ラングスは持っていたカバンから包みを取り出し、彼女に手渡した。

「昼間、お菓子をいただいたのですが、僕は甘いものが苦手なので、よかったらあなたに食べてもらいたくて」

「え、でも……」

「僕が持っていても食べられないので、もらっていただけると助かります。甘いものはお嫌いですか？」

「いえ、好きです」

「そう、それはよかった。では、今度こそおやすみなさい」

　そう言ってラングスはどこかに立ち去り、ココリナは手の中のお菓子の包みを眺めた。

　お昼にパンをかじったきり何も食べていないので、とてもお腹がすいていたのだ。

「ごちそうになります」

　ラングスが立ち去ったほうを、ココリナは拝み倒す。

　黒猫のピピがココリナの足に頭をこすりつけ、喉を鳴らしているので、その頭を撫でながら、彼女は頬をほころばせた。

「ラングス先生はやさしいね」

　他の講師や生徒と比べてラングスが親しみやすいのは、もちろん彼がやさしいからというのもあるが、魔力を持つ人々ばかりが集うこの学院で、ラングスもまたココリナと同じく、魔力を持たない人間だからなのかもしれない。

　彼の受け持つ古代語は、魔術師や魔導師にとって欠かせないものだが、ラングス自身はどちらでもない一般人である。

　むろん、王立学院の講師という時点で貴族の子弟なのだろうが、ココリナが一方的に親しみを覚えるのも無理からぬことだった。

「ラングス先生とお話しすると、なんでどきどきするんだろうね」

　だが、ピピは「にゃあ」と鳴いただけで、ココリナの問いには答えてくれなかった。






　　　＊






「今朝は昼行灯先生の古代語ね。あの先生の声を聞いてると、眠くなってしまうのよね」

「あら、私もそうなんです。昼行灯先生は魔力をお持ちではないのに、睡魔は自在に操れるようね」

　翌日。校舎の外で掃き掃除をしていたココリナの耳に、講義室の中からどっと笑う声が聞こえてきた。雨上がりの清涼な空気が気持ちいいので、窓を大きく開け放しているのだろう。

（これからラングス先生の講義なのかな）

　彼女たちの言う『昼行灯先生』とは、ラングス・シールギッド講師のあだ名である。

　学院の生徒たちは、古代語の知識は深いけれど魔力を持たない彼を指して、そう呼んでいるようだ。

　ここは魔導師の卵が集まる学院なので、爵位の序列よりも、魔力の大小がものを言う特殊な場所であり、相手が講師といえども容赦がない。

　だが、アリシアの鋭い声が彼女たちをたしなめる。

「ラングス先生は、それはそれは深い知識をお持ちだわ。魔導省幹部の方でさえ、外国に長年留学なさっていたラングス先生の知識には遠く及ばないと言っていたくらいだもの。そんな方の講義を受けられることを感謝しなくては」

　首席のアリシアにそう言われてしまったら、それに反論できる人物はいない。気まずい空気を変えるように、ひとりの令嬢が別の話題を振った。

「それよりアリシアさま、先日の変化へんげの術は本当にお見事でしたわ。あの高等魔術専門のアリハ先生でも見破れなかったなんて」

「他の先生方も絶賛しておられましたものね！　この学院はじまって以来の天才ではないかと」

「ああ、あんなのコツさえつかめればかんたんよ。たとえばね……」

　だが、アリシアは建物の外で中の様子をうかがっているココリナに気がつき、つかつかと窓辺に寄ってきた。

「なに泥棒猫みたいに聞き耳立てているの。使用人の分際で盗み聞きなんて、恥を知りなさい」

「あっ、すみません！　立ち聞きしてたわけじゃないんです」

　すると、他の学生たちも集まってきてココリナを胡乱な目で見る。

「またあなたなの？　この人、寮でも気づいたら近くにいて、じっと私たちの話を聞いてるのよ。気持ち悪い」

「とっととあっちへお行き！　ほんとにノロマでいらいらするわね」

「この人、王都の裏町で前学院長にお情けで拾ってもらったらしいですのよ。こんな汚い子を、由緒ある学院にいつまで置いておくつもりなのかしら」

「役立たずの小間使いなんて必要ないわね」

「ねえアリシアさま、マルグレイ侯爵さまから魔導省に働きかけていただいたらどうかしら。こんな身元もはっきりしない役立たず、学院から追い出してくださいって」

「それはいいわね！　今度の休暇のときにお父さまに言っておくわ」

　彼女たちが歓声をあげたので、ココリナは困りきった笑顔で頭を下げた。

「追い出すのはどうか、勘弁してください。一生懸命働きますので」

「ほら、また笑ってるのこの子。気持ち悪いから、早くどこかに行きなさい！」

　まくしたてられて困惑している間に、猫のピピが素早く窓から室内に入り込むのを、ココリナは目の端に捉えていた。

　しかし、それを指摘するより先に、ぴしゃりと窓を閉められてしまった。

「また怒られてしまいました」

　固く閉ざされた窓に頭を下げ、ココリナは掃除を切り上げてその場を離れる。こういったことは日常茶飯事なので、苦笑してのんびり青空を仰いだ。

（ただちょっと……ラングス先生の声が聞きたかっただけで）

　しかし、追い出されるのはとても困るので、なるべくアリシアの目に留まらないように気をつけようと思った。冗談ではなく侯爵だなんて偉い人に目をつけられてしまったら、学院はココリナを守ってはくれないだろう。

　別に学生たちの話を盗み聞きしているわけではない。ただ、動作がおっとりしているのと、ときどきぼうっと遠くを眺める癖があるので、誤解されてしまうのだ。

　ふと講義室を振り返ると、暗い室内で穏やかに笑うラングスの姿が見えたので、それだけでほくほくした。

　身分や魔力がすべてを決定づけるこの国で、基本的に他人に顧みられることのないココリナは、やさしくしてくれる人にころっと懐いてしまうのである。

　しかも、仕事をこなすばかりの忙しない毎日で、ピピとときどき遊ぶ以外に楽しみのないココリナにとって、ラングスの姿を見たり声を聞いたり、言葉を交わすことは、彼が赴任してきてからできた、この上ない娯楽なのだ。

　ふふっと笑って次の持ち場へ行こうとしたとき、学舎から男の悲鳴が聞こえてきた。

　振り返ると、ラングスが窓にへばりついている。距離があるので表情までは確認できないが、何かに怯えているように見えた。

「あ――」

　そう言えば、さっきピピが講義室の中に入ってしまったのだ。ラングスは猫が苦手だったはずだから……。

　だが、魔力を持たず、『昼行灯先生』などと揶揄される彼の情けない悲鳴は、上流意識の強い生徒たちにとって物笑いの種にしかならないようで、生徒たちがどっと笑うのが聞こえてきた。

「大変……！」

　ココリナは猫が好きだから平気だが、苦手なラングスの気持ちを思うといたたまれなかった。きっと怒られるだろうとわかっていても、助けにいかなくては。

　手に持っていたほうきを投げ出して学舎の中に駆け込むと、ココリナには掃除の時間以外は出入りが許されていない講義室へ走った。

「す、すみません……どなたか、そ、その方ねこを外へ連れていっていただけませんか」

　部屋の中からラングスのやりきれない声と、ニャアニャアとピピの甘えた鳴き声も聞こえてくる。彼はとても人懐っこい猫なので、誰にでも平気で近づいていくのだ。

「ラングス先生はこんな小さな猫が苦手なんですか？　とってもかわいいですよ。ほら」

　ココリナが講義室に飛び込むと、学生がピピを抱き上げてラングスの前に差し出している場面に出くわした。

　ラングスの丸眼鏡はずり落ち、顔は青ざめている。腰を抜かしながら必死に助けを求めているのに、みんな笑っていた。アリシアでさえ、ラングスの大袈裟な怯えように苦笑している。本気で怖がっているとは思っていないようだ。

　ずんずんと講義室を進むと、ココリナに気づいた学生たちの非難の声が次々にあがる。

「ちょっとあなた！　使用人の分際で講義室に入ってくるなんてどういうつもりなの!?」

　ココリナはぺこぺこしながら奥へ向かい、学生の手からピピを奪い返した。

「ピピちゃんがお邪魔して申し訳ございません！　すぐに連れていきますね。大変失礼いたしました！」

　目を丸くするラングスを後目に、ココリナは黒猫を抱えて講義室を走って出ていく。

　学生たちがココリナの非常識を責める声が聞こえてくるが、ぎゅっと胸にピピを抱きしめながら学舎を出て、深いため息をついた。

　地面に降りたピピは、呑気にココリナの足元で毛づくろいをはじめる。

「ピピちゃん、学舎の中に入ってはだめですよ。ラングス先生はあなたが苦手なの、わかる？」

「ニャア」

　むろん、黒猫にココリナの言葉が通じるわけはないのだが、返事をされた気がして彼女は笑った。

　だが、でしゃばった真似をして、ますます自分の印象を悪くしてしまったかもしれない。

「――仕方ないよね、ラングス先生がかわいそうだったから」

　追い出されたらどうしよう……そんな不安が胸をよぎるが、すぐに頭を振って忘れることにした。

　自分で考えてもどうにもならないことで頭を悩ますのは、ココリナらしくない。悩んでいる間に、すこしでも手を動かして仕事を片付けなくては。

　イースバーン王立学院での仕事はいくらでも降ってくるのだ。






　　　＊






　午後になって担当箇所の清掃を終えたココリナは、かんたんにお昼をすませると、軽やかな足取りでラングスの部屋を訪ねた。

　学院の講師たちはそれぞれ学舎に個室を持っていて、膨大な資料などを並べているものだが、ラングスは備え付けられている棚だけでは足りないようで、机や床にもたくさん積み上げている。

　この日も、彼はうずたかく積まれた本の中で仕事をしていて、ココリナが声をかけると姿は見えないのに返事だけが戻ってくるという状況だった。

「シールギッド先生、ココリナです」

「ああ！　ここです、ここ！　机にいますよ」

　床に積まれた本を崩さないように慎重に進んで机に向かうと、本の陰にラングスを発見することができた。

　立ち上がったラングスは長い銀色の髪をひとつに束ねており、いつもの丸眼鏡をかけてココリナを見てにっこり笑う。つられてココリナも笑い返した。

「すみませんね、忙しいのに」

「いえ、先生方のご用事を手伝うのが私の仕事ですから！」

「それと、さっきはありがとうございました。ココリナさんが来てくれなかったら、講義にならないところでした」

　苦笑して頭を下げるラングスに、ココリナは微笑んで首を振った。

「誰にだって苦手なものはありますもの。先生がかわいそうだったのもあるけど、苦手でもピピを嫌ってほしくなかったので……彼は私の友達なので！」

　そう言うと、ラングスは目を細めてココリナの頭を撫でた。

「大丈夫です、嫌いにはなりません。やさしいですね、ココリナさんは」

　大きな手に頭を撫でられていると、なぜか急に心臓が早鐘のように速度を上げた。びっくりして一歩後退すると、まるでラングスから逃げたみたいな格好になって気まずかった。

「ぜっ、全然そんなんじゃないです！　それで、今日はどんなご用でしょう」

　その場を取り繕うように言うと、ラングスも申し訳なさそうに手を引っ込め、室内を指し示した。

「見てのとおり本が入りきらないので、隣の控室に書棚をひとつ追加してもらったんです。なのでココリナさんには、床に積んである本を棚にしまっていただきたくて。いま積んである順番に、下の棚から並べていただければ大丈夫です。上の棚は危険なので、あとで僕がやります。脚立を使わなくても届く範囲だけでいいですよ」

「わかりました」

「この後、急ぎの用事はありますか？」

「いえ、シールギッド先生のお手伝いをすると伝えてきましたので、夕食の時間くらいまでは平気です」

「それはすてきだ。僕も仕事を早めに片付けて参加しますから、あとでお茶でもしましょう」

　お茶と聞いて、ココリナの表情が輝いた。

「はい！」

　というわけで、ココリナは張り切って作業をはじめた。

　隣の控室は、通常は資料などをしまうために用意されているのだが、ラングスが寝起きするベッドを入れていたので、半分は寝室のようになっている。

　ときどき学舎に住み着く講師がいるので珍しいことではないが、ココリナはちんまりとしたベッドを見て、くすっと笑った。

「まずはここの棚からね」

　まず本を控室に全部移動させて、順番に棚へ並べていく。

　とはいえ、本の数がかなり多いため、控室に移動させるだけで小一時間はかかっただろうか。本棚の他には、窓際にベッドがあるだけだったが、たちまち本でいっぱいになった。

「よし、あとは棚にしまうだけね」

　新しい書棚は壁一面に据え付けられているので、彼の多すぎる蔵書も片付くだろう。

　背表紙を見る限り、難しそうな学問の本が多いが、ときどきココリナの興味を惹く物語の本もあって、読んでみたいという欲求に駆られた。

　字の読み書きは前学院長にしっかり教わっているので、読書は好きなのだ。

　だが、いくらラングスがやさしくても、使用人の分際で本を読ませてほしいとは言えない。

　ココリナは言われた通り、下の棚から順番に本を並べていく。無造作に積んであっただけと思われた本の数々だったが、きちんと巻数は揃えられており、大きさも統一されている。適当に積んであったわけではないようだ。

　彼女が控室に籠って作業をしていると、ラングスの部屋をノックする音があり、女性の声がした。講師の部屋を訪ねてくる人間は多いので、ココリナは気にも留めず収納を続けたが、招き入れられた人物の声が閉じた扉の向こうから聞こえてきて、ふと手を止めた。

「――さっきの講義で……どうしても納得できなくて……解釈が……」

　気の強そうな、でもまだどこか幼さの残る声は、ココリナがちょっぴり苦手にしている、アリシアのものだ。

　彼女は優秀な学生だ。家柄はもちろん、彼女自身の魔力の強さ、賢さはずば抜けており、中等部の首席なのだ。それゆえの特等室待遇である。

　並みいる講師陣も彼女には舌を巻いているようだ。論破された講師は数知れず、魔術でも彼女に後れを取った講師が多数いるという噂である。

　もっとも、使用人仲間たちが噂していたのを小耳に挟んだだけなのだが、どちらにしろ身分も教養も外見も、同年代という以外は何から何までココリナと違っている人物だ。

　それをうらやましいとは思わないし、別の星に生まれた人物としかココリナは認識していない。

　だが、みなしごで身分も教養もないココリナを見ると、アリシアはかなり苛立つらしい。なまじ器用になんでもこなす人からすると、彼女ののろまさ加減が気に障るのだろう。

　客人の正体がわかったからには、退出するまでは顔を出さないほうがいいと判断し、ココリナは控室での本棚整理を続行した。

　そうしているうちに、さっきまで晴れていたはずの空がどんよりと淀み、やがて雨が降りはじめると、急に室内が暗くなった。

　ベッドの脇に置かれていたランプを点けようと思ったが、勝手にラングスの私物に触れるのも悪いかと、手を引っ込める。

　薄暗い中で言いつけられた作業を終えても、アリシアが退室する気配はない。かといって、「手を止めてぼうっとしていると叱責される」と刷り込まれているココリナである。手持無沙汰でぼんやりしているのも後ろめたいので、部屋の隅にあった脚立を持ち出し、手の届かない上段の棚にも本をしまうことにした。

　アリシアは部屋にやってきた当初、強い口調でラングスに質問を浴びせていたが、時間が経つにつれて声が穏やかになってきたようだ。

　彼ののんびりした、でもココリナと違って知性的な声のおかげだろう。

　本を抱えて脚立を上がり、また下りて本を手に取る。だが、いよいよ室内が暗くなりはじめたせいで足を踏み外してしまった。

「あ、わ……！」

　ぐらぐら揺れた脚立が横倒しになり、ココリナは本を抱きしめたまま床に落下してしまった。

　幸いというかなんというか、積まれた本の上に落ちたので、固い床にたたきつけられることはなかったが、本の山が崩れて散乱しているのを見て声をあげた。

「ああ……！」

　ラングスの大事な蔵書を踏んづけてしまい、あわてて床を這って本の上から移動するが、数十冊もの本がバラバラと散乱してしまっている。

　ぶつけた肩の痛みよりも目の前の惨状に途方に暮れていると、扉が大きく開いた。

「どうしました、大丈夫ですか!?」

　ラングスが控室に飛び込んできて、暗い室内で崩れた本の真ん中に座り込んでいるココリナを見て濃紺の瞳を丸くする。

「ごめんなさい、シールギッド先生。本が崩れてしまいました」

「本なんかより、ココリナさんに怪我はないですか？　上はやらなくていいと言ったのに」

「私は大丈夫です。手があいたので、できるところまでやろうと思って、つい……」

　言いつけに逆らったことで、ラングスを怒らせてしまっただろうか。

　彼の怒る姿は想像できなかったが、頭上から雷が降ってくるのを条件反射的に覚悟した。でも、降ってきたのは変わらぬ穏やかな、心配そうな声だ。

「どこかぶつけたり、打ったりは？」

「……すこし、肩を。でも大丈夫です！」

「部屋が真っ暗だ。すみません、気がつかなくて。僕の部屋のものは遠慮なく使っていいですからね」

　ラングスから怒声を浴びせられることはなくてほっとしたが、その代わり、戸口から様子を眺めているアリシアの冷たい視線が突き刺さった。

「なんでおまえがここにいるんだ」という無言の圧力を受け取ったので、ココリナが言い訳しようとしたら、彼女のほうからぷいと視線を外して、ラングスに目を向ける。

「シールギッド先生、続きは」

「あなたの疑問はだいたいわかりました。明日の講義で重点的に説明しますので、今日はここまでにしましょう。他の生徒さんにも、あなたの疑問と解釈を聞いてもらおうと思います。とてもいい着眼点ですから」

「でも……」

「すみませんね、僕も彼女に仕事を任せっきりだったので。それにほら、じきに夕食の時間です。そろそろお戻りなさい」

　やんわりした声音で、だがきっぱりとラングスが退出を求めると、アリシアは不服そうな顔をしたが、肩をすくめた。

「わかりました。では失礼します」

　一瞬、ココリナに向けて強い視線を投げつけると、彼女は踵を返してラングスの講師室を出ていった。

「お邪魔をしたみたいで、ごめんなさい」

「とんでもない。長時間、放ったらかしにしていて申し訳ありませんでした。本当に怪我はないですか？」

「私は大丈夫です。その、頑丈なんです」

　本当は右肩を強く打ってじんじん痺れていたが、心配させまいとココリナは笑い、散らばった本をかき集めた。

「あとは僕がやるからいいですよ。きれいに並べてくださったんですね、助かりました。こちらへどうぞ、休憩にしましょう」

　控室を出ると、窓辺にあった小さな椅子をココリナに勧め、ラングスが銀製のすてきなポットで紅茶を淹れてくれた。

　イースバーンでは、紅茶は上流階級で広く飲まれているもので、使用人であるココリナの口に入ることなどまずない。

　目を輝かせてカップをみつめていると、ラングスは笑ってお皿をココリナのほうに押しやった。

「このサンドイッチもどうぞ。よければ夕食もここで一緒にいかがですか？」

　そう誘われて、ココリナは目を真ん丸にした。以前は、学院長が暇をみつけると、時折ではあったが食事を一緒にとってくれた。

　しかし、亡くなってからはずっとひとりであわただしく詰め込んでいただけだから、誰かと食事をするのは久しぶりだ。

　うれしかったけれど、ラングスの前で食事をすると考えただけでどきどきしてしまい、胸が詰まりそうだ。

「あ、ありがとうございます。でも」

「ご都合が悪かったですか？」

「それが……」

　普段から、どれだけ叱責されようと返事だけははきはきしているのに、ラングス相手だとなぜか歯切れが悪くなってしまう。不思議な現象である。

　ふとうつむき、ちらりと視線だけを上げると、やさしげに微笑んでいるラングスの濃紺の瞳と出会う。それを確かめた途端、頬がカッと熱くなった。

「それがですね、私……シールギッド先生の前にいると、ちょっと変なんです」

「変なんですか？」

　自分のことを話してもいいのだろうかと迷ったが、無言のままラングスに微笑まれた。どうやら続きを促されているようだ。

　ココリナは熱い紅茶を一口飲んでから、膝の上でこぶしを固めて顔を上げる。

「あ、あのですね、シールギッド先生の前にいると、すごく心臓がどきどきして、息が苦しくなるんです。お話ししてると勝手に目が泳いでしまうし、ほっぺが熱くて。こんなこと今までになかったから、どこか悪いんじゃないかと……」

　ほら、と自分の頬に手のひらを当てる。思ったとおり、他の場所よりそこだけやたらと体温が高く感じるのだ。

　すると、ラングスは目をぱちぱちと瞬かせて、おかしそうに笑った。

「それはそれは……光栄ですね」

「光栄、なんですか？」

「ええ、とても。なんというか、ココリナさんはかわいいですね」

「かわいい？　私がですか？　何かの間違いでしょう」

「とんでもない。素直でやさしくて、とてもかわいらしいですよ」

　そう言って彼の手がココリナの頭を撫でる。すると、すこし速めに鼓動を打っていた胸が、大きく跳ねた。

「あっ、また！　あの、さわるのやめてもらえますか？」

　言われてラングスが手を引っ込めたが、どきどきはさっぱり収まらなかった。

「これは失礼、すこし調子に乗りすぎましたか。まあ、あまり気にしないで普通にしてて大丈夫だと思いますよ」

「そうでしょうか……」

　とはいえ、普通にしようと心がけても、やっぱりラングスと差し向かいでお茶などしていると、気持ちが逸ってしまうのだ。

「ええ、一時的なものでしょうから。すぐに慣れますよ。にしても、ココリナさんは子供の頃からこの学院で働いていると聞きましたが、いつからいらっしゃるんですか？」

「十年前くらいです」

「そんなに前から？　あなたはまだ二十歳にはなっていないですよね？」

「たぶん……。私、小さい頃の記憶がなくて、いちばん古い記憶は学院長先生に拾ってもらったときのことなんです。そのとき、六歳か七歳くらいだったと先生は言ってました。だから、今は十六か七か、それくらいだと思います」

「拾ってもらった？　ご両親は？」

「いません。私、みなしごだから。前の学院長先生がお父さんがわりなんです！　先生がそう思っていいよって」

　記憶のないそれ以前も、決して幸せな生活を送っていたわけでないことはぼんやり覚えている。

　でも、薄れかけた記憶の中で、カリム前学院長がそう言ってくれたことが、子供心にとてもうれしかったのは今でもはっきり覚えていた。

「前学院長のギルフォード公は心根のやさしい人でしたからね。でも、使用人ではなく養女にしてくれればよかったんじゃありませんかね。そうしたら、あなたがこんなに苦労することはなかったでしょうに」

「そんなことを先生が言ってたのは覚えてます。でも私がいらないって言ったんです。屋根のあるところで眠れるし、ごはんも食べられるし、ここで働かせてもらえるだけですごくうれしかったんですよ。それに、今はよく覚えてないんですけど、あの当時は『家族』にイヤな思い出でもあったみたいで、本当の娘にはしてほしいと思わなかったんです。カリム先生には、それはいやだって言いました。でも、先生は字の読み書きを教えてくれたし、本もたくさんくれました。全部、宝物です」

　自分の部屋や、あたたかいベッドをもらったときのことを思い出し、ココリナは頬を紅潮させて手を握り合わせた。

「そうですか、それはよかった」

　ラングスも目を細めて笑ってくれたので、ココリナの大事な思い出がますます尊いもののように思えてきた。

「今の学院長先生は、あまり学院にいらっしゃらないんでしょうか……ずいぶん以前にちらっと遠目にお顔を見たことがあるんですが、すごく厳しそうな方でした。カリム先生の息子さんなんですよね。私、ずっとここにいたいから、追い出されやしないか、いつもそれが心配で……寮では学生さんたちから、役立たずってすごく怒られていますし……」

　訥々と自分のことを話してしまい、ココリナはあわてて首を振った。

「ごめんなさい、私のことなんかベラベラと。ええと、晩御飯でしたよね。私、寮棟で夕食のお手伝いをすることになっているので、そろそろ行かないといけないんです。その、せっかくなんですけど……」

　ラングスと一緒に食事をしたら楽しそうだから、断るのが残念で仕方ない。でも、すっぽかすわけにはいかないのだ。

「夕食の手伝いまでしているんですか？　すこし働きすぎだ」

「でも、追い出されたくないから……。あ、あの、お茶ごちそうさまでした！　サンドイッチもとってもおいしかったです」

　話をしつつも、きっちり食べるものは胃に収めておいた。食いっぱぐれ防止のために、機会は決して逃がさないことにしている。

「あまり、無理をしないようにね」

「はいっ、ありがとうございます！」

　笑顔を向けられるとまだドキドキしてしまうが、いつもより長く話せたせいか、頬が熱くなる例の感覚はすこし薄れたようだ。

　それに、彼に心配してもらえたと思ったら、単純にうれしかった。
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　そんなことがあってから、ラングスがちょくちょくココリナに仕事を頼んでくるようになった。

　他の使用人仲間からはあまり快く思われていないが、講師の手伝いをするのがそもそもココリナの本分なのだ。

　ちょっとした雑用や、ときには試験の採点の手伝いまでするようになった。とはいえ、ラングスの作った解答があるので、それと照らすだけである。かんたんな古代語ならココリナにも読めるので、特に問題はなかった。

　ラングスが講師室に不在なこともよくあったが、「お茶を飲みながらどうぞ」と言ってくれたので、あたたかなお茶を飲みながら、ときにはお菓子をつまんで座って仕事をした。

　寮棟の雑用と比べたらとても気楽な仕事だ。誰にも怒鳴られることなく、ココリナのペースで仕事ができるのだ。

　こんな楽な仕事でいいのか不安になるが、あとで戻ってきたラングスがココリナの仕事ぶりを大袈裟なくらいに褒めてくれるので、罪悪感もだいぶ軽減された。

　そんなある日、ラングスに頼まれていた書物を図書館に探しにいくと、学生たちが熱心に勉強中だった。

　邪魔にならないよう足音を忍ばせて図書館の端っこを歩き、古代語の本がたくさん並んでいる一角へ向かった。

　すると、たくさん並んだ書架の前にアリシアがいた。ココリナが探している本のある場所だ。

　いくらラングスの使いとはいえ、ココリナが図書館にいることが知られたら、アリシアに見咎められるかもしれない。あわてて書架の陰に隠れたが、目ざといアリシアにすぐにみつかってしまった。

「こんなところでみなしごがうろうろしてるなんて、どういうことかしら。ここは神聖な図書館よ。あなたのような下賤な人間が出入りできる場所じゃないの。掃除なら夜になさい」

　汚いものでも見るような目でにらまれ、ココリナは首をすくめた。

「申し訳ありません。ですが、シールギッド先生に本を探してくるよう頼まれたので……」

「あなた、嘘をつくならもっとマシな嘘をつきなさいよ。古代語どころか文字も読めないような人間を、先生方が図書館によこすはずがないでしょう！　ここは持ち出し禁止の貴重な資料もたくさんあるの。手癖の悪いみなしごに、そんなこと怖くて頼めるはずがないわ」

「でも、本当で……」

「見え見えの嘘をつかないで。ラングス先生は、この国における古代語の第一人者なのよ。先生にすこし用を頼まれたことがあるからって、調子に乗らないことね」

　アリシアの強い非難の声が聞こえたせいか、何人かの学生が近づいてきたが、事情を察すると当然のようにアリシアの応援に回った。

「なんで寮棟の小間使いが図書館にいるの？　ここはあなたのような人間の来る場所じゃないのよ」

「あんたみたいな子に図書館は似合わないわ」

　口々に非難されて、本探しはあきらめるしかないと思ったときだった。

「皆さん、どうしたんですか。図書館ではお静かに」

　ココリナの後ろからやってきたのはラングスだった。

　数人の学生に囲まれているココリナをさりげなく庇うように、彼らの間に割って入ると、ラングスは一同を見回した。

「ラングス先生、この小間使いが古代語の本を先生に頼まれたと嘘をついて、貴重な本を持ち出そうとしていたんです」

　アリシアが率先してラングスに訴えたが、彼は首を傾げた。

「どうして嘘だと思ったのですか？　僕が彼女に本を借りてくるようお願いしたんです。実はもう一冊、頼むのを忘れていたので、結局追いかけてきちゃいましたけど」

　後半はココリナに言って、ラングスは笑った。

「本当に、先生が用を言いつけたのですか？」

「そうですよ。彼女はきちっと仕事をするので、とても助かっています。ココリナさん、なんなら僕の秘書になりませんか？」

「わ、私が……？」

　驚いて目を丸くしたのは、ココリナだけではなかった。

　それを聞いていた学生たちは一様に目を見合わせ、ラングスの発言に愕然としている。アリシアにいたっては、目を吊り上げてラングスとココリナを見比べた。

「図書館はすべての人に開かれた場所ですよ。さあさあ皆さん、何も問題はないので勉強の続きを。明日の試験を楽しみにしていますよ」

　そう言って学生を散会させると、ココリナの肩を押して書架の前に移動した。

「ココリナさんは、さっきお願いした本を探してください。僕は追加の一冊を探しますから」

「あ、はい！」

　立ち去るアリシアの鋭い視線を頬に感じながら、どぎまぎしてココリナは書架を見上げた。
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　図書館で無事に目的の本をみつけ出し、ラングスの手伝いを終えると、ココリナはぺこりと頭を下げて講師室を出た。

　これから、学生たちの夕食の配膳を手伝うのだ。食堂は学舎ではなく寮棟にある。

　玄関を出ると、強い雨が降っていた。寒い季節ではないが、どんよりと厚い雲に覆われた空から降りしきるのは、冷たい雨である。

　ココリナは玄関に置いてあった古びた傘を拝借すると、思い切って学舎を飛び出した。寮棟までの道は石畳が敷かれているので、泥まみれになることはなかったが、息が白くて、傘を持つ手が冷たくなる。みるみるうちにスカートの裾までずぶ濡れだ。

　それでも、気持ちはとても上向きで、足取りも自然と軽くなった。

　秘書に――というラングスの話、その場しのぎの嘘ではなく、「考えておいてください」と前向きな言葉をもらったのだ。

（私が、ラングス先生の秘書？）

　詰襟の講師らしい服を着て眼鏡をかけた自分が、ラングスの横にいる姿を想像すると、ひとりでに笑みがこぼれてしまう。

　以前ラングスと話した、薔薇の小路にさしかかったときだった。

　強い横風が突然襲い、ココリナの手から傘を吹き飛ばした。するとたちまち大粒の雨に見舞われて、くすんだ赤毛が黒みを増す。

　驚いて立ち尽くしているココリナの耳に、くすくすと笑う少女の声が聞こえてきた。振り返ると、大きな傘をさし、長靴と雨除けのコートを着たアリシアが、濡れ鼠になった彼女を見て笑っているのだ。

「まあまあ、ずぶ濡れじゃないの。そんな格好で寮に入るのはやめてちょうだいね」

「アリシアさん。すみません、すぐに着替えてきます」

　えへへと笑い、風に飛ばされた傘を拾おうとココリナが屈んだ瞬間、地面が目前に飛び込んできた。いや、彼女の顔が地面に近づいたのだ。

　転びそうになって、あわてて地面に手をついた。だが、手に痛みはなく、ひどく身体が軽く感じられた。ふわりと宙に浮いたかのような……。

　次の瞬間、ココリナは絶句した。彼女の目に飛び込んできたのは、子猫の小さな前足だったのだ。

「――!?」

　びっくりして瞬きを繰り返したが、何度見直しても地面をぺちぺちとたたいているのは、間違いなく赤毛の猫の前足だ。

「あら、ずいぶんかわいいじゃない。あなた、そっちのほうが人間の姿より似合ってるわ。のろまな使用人の分際で、ラングス先生に色目を使った罰よ」

（え……？）

　反射的に尋ね返したが、思ったとおりの声が出てこなくて瞬時に混乱した。

　そして、ココリナの混乱をさらに深めたのは、「ニャァア～」という、まぎれもない猫の鳴き声。それが、自分の口から漏れ聞こえたのである。

（え？　え……？）

　アリシアを見上げると、彼女の顔はすごく高い場所にあった。地面にいるココリナを嘲笑しながら、地面に散らばったココリナの衣類をかき集めている。

　――ずぶ濡れになって茫然としているのは、人の姿をしたココリナではなく、やせっぽちの子猫。

　ココリナは猫になっていた。

　アリシアが拾った服は、彼女が猫の姿になった瞬間に大きすぎて脱げてしまったのだ。

「じゃあね、子猫ちゃん」

「ニャアっ」

　逃げ去るようなアリシアの後ろ姿をみつめていたココリナだったが、のろのろと足元の水たまりを覗き込んだ。

　水面は降りしきる雨で荒れていたが、かろうじて彼女の姿を映し出す。

（子猫……）

　ぽつりとつぶやいたつもりだったが、聞こえてきたのは弱々しい「ニァ……」という小さな鳴き声だった。

　それで自分の身に何が起きたのか、ようやく理解した。

　ここは魔導師を育成するための学院で、アリシアは優秀な生徒なのだ。つまり、彼女の魔術でココリナは猫の姿に変えられてしまったというわけだ。

（うそ、どうしよう）

　いくら声をあげても、ニャアミャアと本物の猫と同じ声しか出せないのだ。

　頭の中で思い描いた言葉とまるで違う音が口から出てくるという、もどかしいなどという表現ではすまされない激しい違和感に、心臓がドキドキと音を立てた。

　むろんこれは、ラングスを前にしたときの動悸とはまるで違う、焦りと――恐怖のそれだ。

　ココリナは必死に人の言葉で声を発しようと試みるも、勝手に猫の鳴き声になってしまう。猫の声は大好きなはずなのに、だんだん悲しくなってきて、泣きそうになった。

　それにこれでは、この状況を誰かに知らせることもできない。

（学院長先生……どうすればいいですかぁ！）

　困ったときはいつもカリム学院長を頼っていたが、もう彼はこの世にいないのだ。他に頼れる人なんて……。

（ラングス先生……）

　ふと、ラングスのやさしい顔を思い浮かべたが、すぐに首をぶんぶんと横に振る。

　猫が嫌いな人に、この姿で助けを求めるなんてできない。そもそもラングスは魔力を持たない人だから、アリシアの術を見破ることもできないだろう。

　だが、このままでは仕事をすっぽかすことになってしまう。その間に仕事を失ったら？　二度と人間に戻れなかったら？

　さすがに普段のような能天気な思考ですませられる事態ではなかった。ココリナは雨の中を必死に寮棟に向けて走り出す。アリシアだってきっと、ちょっとおどかすだけのつもりに違いないのだから。

　寮棟門の隙間から敷地に入り込んだが、重たい樫の木の玄関扉は固く閉じられていて、猫の姿ではとても開けられそうになかった。

　今は夕食の時刻だから、学生たちは一階の食堂に集まっているはず。ココリナはふたたび雨に打たれながら食堂のある裏手へと回り、思い切って窓に飛びついた。

　魔力で猫に変化させられているだけなのに、本物の猫と同じく、ずっと高い位置にある窓枠に着地することができたので、つい内心で拍手喝采をしてしまった。

（それどころじゃないんだった）

　濡れた窓を肉球でたたいたが、音が出るほどではなかった。仕方なく鳴いたら、中の学生が猫の姿に気づいて窓辺に近づいてくる。

（開けてください！　アリシアさん、元に戻してくださーい）

「ニャアァッ、ニャーン！」

　言葉を話しているつもりなのに、やっぱり猫の鳴き声に変換されてしまう。最初は気持ち悪かったはずなのに、慣れてきたらそれがひどく滑稽に思えて、笑い転げたくなってしまう。

　ありえるはずのない事態に、ココリナの混乱はまだ続いているようだ。

　窓辺に近づいてきた令嬢たちは、ぐっしょり濡れた子猫を見て顔をしかめたが、他の学生に猫の存在を知らせると、アリシアが窓を開けてくれた。

「ニャアア」

　アリシアはやさしげに微笑むと、ハンカチでココリナの身体を包んで抱き上げた。

　ようやく中に入れてもらえる、元に戻してもらえる。ココリナはほっと安堵のため息をついた。

「まあ、迷い猫かしら。皆さまどうぞ、先にお食事になさっていて」

　そう言ってアリシアはココリナを抱えたままひと気のない廊下に出ると、冷たい瞳で猫を見下ろした。

「小汚い猫が入り込んできたようね。ここは魔力を持つ優秀な人間だけが住まう場所なのよ。おまえのようなやせっぽちの野良猫の居場所はないわ」

「ニャ……」

「ぷっ、『ニャ』ですって。よく似合っていてよ、子猫ちゃん。さあ、悪いけれど、ここでは野良猫を飼うことなんてありませんの」

　アリシアは重たい樫の木の玄関扉を開くと、まだ風雨の収まらない外の茂みに向かってココリナの小さな身体を放り投げた。

「魔力がないだけではなく、役に立たない小間使いの分際で、ラングス先生の傍をうろちょろするなんて、身の程知らずもいいところね。またこの辺りで姿を見かけることがあったら、駆除してもらうよう学院側に伝えるわよ」

　そう言うと、アリシアは固く扉を閉ざしてしまった。

（…………）

　暗い茂みの中に投げ捨てられたココリナは、分厚く厳めしい扉を見上げて声を失った。

　どうやらアリシアは、本気でココリナをここから追い出す気らしい。

　前学院長は個人的にここにおいてくれたが、身分の高い貴族の子息や令嬢が集う学院に、ココリナは不要だった。

　このまま彼女が仕事に戻らず姿を消せば、学院はおそらく捜索などせずに出奔として形式的に処理するだけだろう。

　――何が起きても笑ってさえいれば、それ以上深刻になることはない。

　笑ってやりすごすのはココリナなりの処世術だったが、このときばかりは笑う気にはなれなかった。

　雨はますます激しさを増し、ココリナの小さな身体を容赦なく打つ。

　寒いし、行く場所もないし、何より別の生き物の姿に変えられてしまった精神的なショックは計り知れなかった。

　深い水たまりを踏みしめながら、寮棟からとぼとぼと遠ざかる。

　猫だから涙は出なかったが、もし今、いつもどおりの人間の姿をしていたら、さすがのココリナも泣いていたに違いない。

　すっかり辺りは暗くなっていたが、まだ夕食の時間。冷たく激しい雨の中、この小さな身体で朝まで生きていられる自信がなかった。

「ニャア、ニャァ……」

　何かの間違いであってほしいと願って声をあげたが、やっぱり猫の鳴き声だ。

　悲しくて情けなくて、無力さを思い知る。

　さっきまではラングスの秘書になった自分を想像して浮かれていたのに、そんな夢ははかなく打ち砕かれた。

　無意識に歩き続けているうちに、身体が芯から冷えて、動くのがつらくなってきた。大きな木の下で雨を避け、ココリナは悲しくうずくまった。すると、急に眠たくなってくる。

（死ぬ前に一度だけ、ラングス先生の顔を見たい……）

　さっきまで一緒にいたのに、あれも夢だったのだろうか。それとも今、悪夢を見ているのだろうか。

　夢か現実かはわからないが、ココリナのささやかな願いを、どうやら神さまが叶えてくれたようだ。

　ふわりと身体が浮き上がり、朦朧とした彼女の目にラングスのやさしげな顔が飛び込んできた。

　本物のラングスは猫が苦手だから、今見ているのはやっぱり夢か幻なのだろう。

（ラングス先生……）

　本人の前ではなぜか恥ずかしくて、ファーストネームで呼ぶことができなかったから、夢の中で呼んでおいた。

　当然のように「ニャァ～」という猫の鳴き声になってしまったが、ささやかな満足感を得ると、ココリナはそのまま目を閉じた。
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第２章












　天国に召されたのだと思った。

　大きな手で包まれて拭われて、冷えた身体にぬくもりが戻る。

　ふっと目を開けたら、男性の指が目に入り、急いで辺りを見回せば、お湯に身体を浸けられてやさしく洗われていたのだ。

「ギニャッ」

　驚いて全身に力が入る。猫の形をしたココリナの手には鋭い爪がついていて、身体を洗っている人間の手に爪を立て、ぎゅっとしがみついていた。

「いた……ッ」

　筋張った男性の手の甲に引っかき傷ができて、みるみるうちに血が玉のように染み出してくる。

　だが、彼は怒るでもなく血をぺろりと舐めとると、やさしい声音でココリナを宥めた。

「びっくりしたね、でも大丈夫だよ。ほら、身体を洗っているだけだから。あったかいでしょう？」

（――ラングス先生？）

　声の主は、まぎれもないラングスのものだった。そうと認識した途端、身体から力が抜けた。

　やっぱり猫の姿のままだった。

「いい子だねえ、小さくてかわいいなあ！　でもずいぶんやせてるね、親猫はいないのかな？」

　穏やかな、でもどこかウキウキした声を聞いているうちに、ちょっとずつ気持ちが落ち着いてきた。ココリナは呼吸を整えて辺りを見回す。

　ここはさっきまで仕事をしていた、ラングスの講師室だ。普段とは目線の高さが違うので、やたらと広い空間に放り出されたようなおかしな感覚だが、見知った室内なので間違いない。

　今はと言えば、机に置いたたらいの中でお湯に浸けられ、ラングスに直々に洗ってもらっている最中だった。

　彼の手に触れられるとやっぱり心臓がバクバクと鼓動を激しくするが、背中を撫でられると気持ちいい。大きな手で支えられているので安心感もあるし、手つきもやさしい。

　やがてお湯から引き上げられてタオルに包まれると、上質なやわらかさに腰が抜けそうになった。

（ラングス先生、猫嫌いだったんじゃ……？）

　見上げて尋ねると、やっぱり口から出たのは「ニャア」だったが、ラングスは眼鏡の奥でやわらかく笑い、濡れた身体を丁寧に拭ってから、火の入った暖炉前にココリナを下ろした。

「ああ、ちょうどいいものが」

　部屋の隅から手ごろな大きさの木箱を持ってくると、中にタオルを敷いて、その上にココリナを置いてくれた。

「今日はずいぶん冷えますね。今、あたためたヤギのミルクでももらってきますから、待っててください」

　そう言いおいてラングスは部屋を出ていった。

　アリシアに寮棟を追い出されたあとで何があったのかよく覚えていなかったが、どうやらココリナは凍死寸前でラングスに助けられたらしかった。

（ど、どうしよう）

　呑気にぬくぬくと暖をとっている場合なのだろうか。

　でも、さっきまで冷たい雨に打たれていたから、赤々とした暖炉の炎に身体が蕩けてしまったように腰が立たない。

　無意識に身体をぶるぶるして、毛に残った水分を払っていた。

（うわぁ、ほんとに猫になっちゃったんだ……）

　このまま魔法が解けなければ、死ぬまで猫のままなのだろうか。不安に思いつつも、目の前に与えられた環境に引きずられてうとうとしていたら、戻ってきたラングスが深皿に入れたミルクを目の前に置いた。

「人肌程度にあっためてもらったけど、飲めるかな？」

　正直、いくら猫の姿をしているからといっても、本物の猫のようにぺろぺろとミルクを舐めるという行為に抵抗があった。しかもラングスの前である。

　でも、なぜかこのミルクがとってもおいしそうに思えて、お腹がすいてきた。

「それと、猫ちゃんでも食べられそうなものをちょっとだけもらってきたから、これもどうぞ」

　隣のお皿には、火を通した小さな肉や、ミルクでふやかしたパンが並べられる。たちまち、お腹が鳴りそうになって、ココリナはタオルの中に顔を埋めた。

　食欲と羞恥心のせめぎあいである。

「警戒してるのかな？　じっと見られてたらいやだよね。じゃあ僕は食事をしてくるから、ごゆっくり」

　そう言ってふたたびラングスが出ていくと、ココリナはゆっくり立ち上がってお皿の前に座り込んだ。さっき彼とここでサンドイッチを食べたばかりだが、まだ食べられる。

　それにしても、ラングスはどんなつもりで猫になったココリナをここに連れてきたのだろう。

　しかし、ラングスのあの話し方は……。

（猫好き――それも、相当の……！）

　では、ピピを見て怯えていた姿はなんだったのだろう。黒猫が不吉という噂を信じてでもいるのか。

　いや、真の猫好きであれば、毛色くらいで猫への対応を変えるとは思えない。

（子猫好きなのかな……？）

　首をひねっているうちに、ココリナは無意識にお皿に並んだ食べ物をかじり、ミルクを舐めていた。

「ニャァアアン」

　うっかり猫仕様の食事に食らいついてしまったが、尻尾が立つほどにおいしかった。味覚も猫のそれに様変わりしているらしい。

　お腹が満たされたので、うーんと前足を伸ばし、次いで後ろ足を伸ばす。そのまま流れるように自然な動作で、暖炉前の特等席に横になると、自分がすっかり猫の身体に馴染んでいることに気づいて愕然とした。

　でも、急激におりてくる眠気には逆らえなかった。

（とりあえず、考え事は起きてからにしよう……）

　そう決心すると、ラングスが作ってくれた寝床でココリナは丸くなって眠った。
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　全身を撫でまわされる感覚に、ココリナははっと目を開けた。

　真っ先に目に飛び込んできたのが、自分の猫の前足である。どうやら猫にされてしまったのは夢ではないようだ。

　ふと首を巡らせると、ココリナの背後にしゃがみこんだラングスが、ブラシを片手に彼女の毛をブラッシングしているところだ。

「きれいな赤毛でちゅねー、ふわっふわで、かわいいでちゅねー！　目も、きれいな琥珀色だ！」

（赤ちゃん言葉……！）

　彼のその話し方を聞いてココリナは確信した。まぎれもなくラングスは猫好きの人種だ。

　それにしても、ブラッシングとはなんと心地のいいものだろう。かゆいところに手が届くとはこのことか。

　的確な力加減で的確な場所にブラシをかけてもらっているうちに、喉がゴロゴロと自然に鳴り出した。

　己の完全なる猫化に衝撃を受けつつも、ラングスの豹変に開いた口が塞がらない。

　でも猫の生態を知り尽くしたような手つきにうっとりしてしまい、思わず自分から頭をラングスの手に擦りつけにいってしまった。

「人懐っこい子だ！　すばらしい！」

　ふとブラッシングの手が止まったかと思うと、ココリナはひょいっと抱き上げられていた。

「ふむ、女の子だね」

　その台詞に、彼がどこを見たのかがたちどころに判明した。

　ココリナは羞恥のあまりに身をよじり、無意識のうちに爪を立ててラングスの手から逃げ出していた。そして、本棚の隅っこに小さくうずくまり、背中の毛を立てて恨みがましく彼を見上げる。

　猫化の術をかけられたとき、ココリナの衣服は脱げてしまった。ということは、今現在の状態は全裸も同然なのだ。もちろん、生身の人間ではないが、心は人のままである。

「ああ、ごめんごめん、いきなり抱っこしたからびっくりしたね。失礼、レディ」

　真摯に謝罪し、ラングスはココリナを誘うようブラッシングする真似をした。

（うう……）

　気持ちは複雑だが、ブラシの誘惑には勝てなかった。

　よろよろと立ち上がって、おっかなびっくりラングスの傍まで歩くと、彼は天真爛漫な笑顔でココリナの毛を美しく揃えてくれた。

「洗ってブラシをかけたらツヤツヤになったよ、君は美人だね！　知ってるかい、赤毛の女の子って珍しいんだよ。でも、だいぶやせて弱ってるね。学院の敷地内にピピさん以外の子がいるって聞いたことがないけど、君はどこからきたのかな？　迷い猫かな？　でもノミはいないみたいだねえ」

　腕に抱き上げられて撫でまわされ、面食らっているうちに頬ずりをされた。

　いくら猫の姿とはいえ、こんなに恥ずかしいことがあるだろうか。赤面こそしなかったが、心臓がものすごい音を立てていた。

「キンチョーしなくて大丈夫でしゅよ！　僕ね、無類の猫好きなんです！　ネコチャンの扱いには慣れてましゅからねー」

　ふたたびココリナをぎゅっと腕に抱き、彼はしみじみ言った。

「うーん、やっぱり猫はいい！　定期的に摂取しないと心が渇きます。先月、ニャロンが死んでしまったときは、もう二度と猫など飼うまいと思っていたのに。同じ黒猫のピピさんを見ると、未だにだめですけどね……」

　しみじみ言うラングスを見て、ああ、とココリナは得心した。

（先生、飼い猫を亡くしたばっかりだったんだ……。でも、ニャロンちゃんって）

　腕の中のココリナを高く抱き上げ、下から赤毛の子猫の顔を覗き込んだ彼は、ふわぁっとやわらかい笑顔になって、またココリナの小さな頭に頬ずりした。

「ずっと僕のところにいるといいですよ！」

「ニャン！」

　猫にくれた言葉でも、今の台詞はとてもうれしかった。気づけば尻尾が勝手に揺れていた。

「お返事できるんでちゅか、いい子でしゅね！　じゃあ名前をつけないとなあ。この学院にも赤毛のかわいい女の子がいるんですよ。ちっちゃくて懐っこくて、君によく似てるから……ココちゃんにしよう！　ココリナさんに教えたら、なんて言うかな」

　そう独ひとり言ごちてラングスはくすくす笑った。

（わ、私のこと……！）

　この場にいない自分ココリナのことを話題にしてもらえるなんて、夢ではないだろうか。

　しかし、ラングスの傍にいられるのはうれしいが、アリシアの猫化の術はいつまで続くのだろう。朝には解けているというならともかく、数日に亘った場合、ココリナはどうなってしまうのだろう。

　さっきのアリシアの態度や言葉から、ちょっとだけ意地悪しておどかしてやろうなんて軽い気持ちではなかった気がする。

　そして、もし元に戻れなかったら……？

　それを考えると喉を鳴らしてラングスに懐いている場合ではないのだが、彼の大きな手に頭をなでなでされていると、すべての出来事が大したことではないように思えてきて、「考えてもしょうがないか」という、前向きな諦めに到達した。

　そう、いくら考えたところで自分ではどうすることもできないのだから、なるように身を任せるしかないだろう。

「僕が面倒見ますからねー、心配しなくていいでちゅよ」

　そう保証してくれたラングスが、猫ココリナの鼻先にちゅっとくちづけした。これにはさすがに固まり、彼に撫でられるがまま放心したものである。

　こうして唐突に、ココリナの猫人生がはじまったのだ。
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「ココちゃん、おいで」

　講師のために用意されている浴室から戻ったラングスが、ほかほかの手でココリナの身体をすくい上げ、抱っこしてくれる。

　はじめは緊張して固まって、うっかり彼の手に爪を立ててしまったが、時間とともに慣れてきた。

　ラングスは大きく分厚い書物を広げて机に向かい、読みながら膝の上に猫を載せて撫でてくれる。そうされると強張っていた身体もだんだんふやけてきて、気づけばラングスの広い膝ですぅすぅと寝息を立てて眠っていた。

（ラングス先生のお膝、天国……）

　目を覚ましてから、机の上に上ってみた。彼の広げている書物は古代語で綴られているのだが、前学院長が現代語とともに古代語も読み書きを教えてくれたので、ココリナにも読むことができる。

　とはいえ、物語を読むくらいはともかく、専門書には難しい言葉がたくさん並んでいるので、内容を理解するには至らない。

「ニャーア」

「これはね、魔術を構成するための手順が書かれているんです。魔力を持たない人にはあまり意味がないけれど、魔力を持ち、この書物をすべて暗記するくらい知識があって、初めて魔導師の端くれに名を連ねることができる。気の遠くなるような話ですね。でも、ただ知識があればいいというわけでもなく……」

　猫ココに聞かせているというよりは、独り言なのだろう。

　そんなことよりも、ラングスが羽ペンをひらひらさせてココリナをあやすものだから、つい動きを追ってしまう。

　猫にされただけではなく、しっかり猫の習性が身についているのだから魔術とは恐ろしいものだ。

「思ったより元気そうでよかった。表で鳴いてるのが聞こえたからあわてて探してみれば、ずぶ濡れで泥まみれで。本当に死にかけているんじゃないかと心配しました」

　両手で猫の身体を挟み込んで持ち上げるラングスは、いくら撫でても撫で足りないと言わんばかりだ。

「さて、そろそろ寝ましょうか。ココリナさんも、今夜は早く眠れたかな」

　いちいち名前を出されるので、そのたびに胸がドキドキしてしまう。この現象は猫になってもなくならないようだ。

　彼はドキドキを気にしなくても大丈夫と言っていたが、緊張のせいなのだろうか。確かに、他の誰と話すときよりも、ラングスが相手だと思うと身構えてしまう気がする。

　ラングスは隣の控室に入ると、ランプを小さく灯し、窓辺のベッドに潜り込んだ。

　もちろん、ココリナを連れて。

　さすがに一緒に寝るのは恥ずかしいので、遠慮がちにベッドの端っこで、毛布の上にちょこんと座った。

　そのはずなのだが、寝ている間に暖を求めたのか、気づいたら毛布の中でラングスの手のひらを枕にして眠っていた。

　ラングスは背がずば抜けて高いわけでもなく、顔も中性的なのだが、手はしっかり大きくて、頼もしい大人の男性の手だった。爪もきれいに整えられていて、しっとりあたたかい。

（気持ちいい～）

　習慣で、夜明けとともに目が覚めてしまったのだが、あったかくていい匂いのするラングスの手に頭を擦りつけて喉を鳴らした。

（いけない……私、すっかり猫に……！）

　猫の仕草を平然としている己に気づいたココリナは、茫然として動きを止める。だが、思い悩む暇もなく、今度はラングスの手でベッドの中に引きずりこまれた。

（わわわ……っ）

　ラングスの眠った顔がすぐ目の前にあるので、恥ずかしくてのたうちそうになるが、彼は背中をやさしく撫で、喉の下をくすぐってくる。

　途端に一発で陥落してしまい、ココリナはゴロゴロと喉を鳴らしてラングスにくっついて丸くなった。

（人にくっついてると、あったかい……）

　こうして即時に二度寝である。

　惰眠をむさぼった経験があまりないので罪悪感がありつつも、このあたたかさの誘惑は抗いがたい。気持ちよくていつまでもごろごろしていたくなるのだ。

「――では、行ってきまちゅね、ココちゃん。あっちの部屋にごはん用意してありまちゅよー」

　はっと目覚めたら、とうに着替え終わったラングスが講師室を出ていくところだった。

（ごろごろしてて、許された……！）

　ベッドから下り、扉の隙間をすり抜けて講師室に入ると、陽当たりのいい室内は明るかった。昨日と同じ暖炉の前に、猫の食事が用意されている。

　食事姿を見られるのはやっぱり恥ずかしいので、ひとりでいるときにしっかり食べた。

　だが、部屋の隅に砂を入れた箱が置いてあるのをみつけたときは、さすがに困惑してしまった。いくら猫だからとはいえ、ラングスに始末をしてもらうのは……。

　食事を終えたココリナは、窓がすこし開けてあるのをみつけると、そこから外へと飛び出して、茂みの隅でこっそりと用をすませた。

　たとえ身体が猫化していようと、最低限の人としての尊厳は保っていたいものである。

　しかし、こうして猫の目線で空を見上げると、外の世界は広くてどこまでも自由だった。

　いつもなら時間に縛られ、次々に終わらない仕事が山積みになってへとへとになっているのに、それらすべてから一時とはいえ解放されて、身も心も軽いのだ。

　みなしごのココリナに仕事と寝食を与えてくれるこの学院は、もちろん彼女にとってありがたい場所だが、カリム前学院長が逝去してからは休みらしい休みもなかったから、不可抗力で発生したこの休息の時間を堪能することにした。

（どうがんばっても、自力では元に戻れないんだからしょうがないよねっ）

　自堕落な生活を享受することに言い訳しつつも、でもやっぱりこの姿で外をうろうろするのは心許なくて、用を足してからすぐにラングスの部屋に戻った。

　ふと自分の姿が気になって、鏡の前に立つ。そこに映っているのは、毛足がすこし長い赤毛の子猫だ。ラングスが丁寧にブラシをかけてくれたので、つややかできれいな、まるで貴族様の飼い猫のようではないか。

（にゃーかわいい～！）

　ラングスの赤ちゃん語が移ってしまったのか、はたまた脳内まで猫化が進んでいるのか、ともかく鏡に映る子猫の愛らしさに目尻が下がる。

　今、自分が人間だったとして、この猫が目の前に現れたら、ラングスと同じことをしていたかもしれない。
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　はじめの頃こそ、環境の激変に戸惑っていたココリナも、一週間もこの生活をしていると、すっかりラングスの飼い猫人生に順応していた。

　しかし、ココリナがいなくなったことを、ラングスは知っているのだろうか。

　この部屋で一緒にいるとき、ラングスがココリナを話題にすることはあまりなくなったが、そもそも猫相手に話すことでもないし、以前も一週間くらい会わないでいることはよくあったから、まだ不在を不思議に思われていないのかもしれない。

　それに、みなしごの使用人がひとり姿を消したくらいで、学院側が騒ぎにするはずがないのだから。

　食事は相変わらずひとりのときにコソコソすませたが、ちゃんと猫に適した食べ物をラングスが用意してくれるので、ひもじい思いはまったくしなかった。むしろ、満腹になるまで食べられて幸せだった。

　日中、彼が講義をしている間、最初の頃は無人の講師室で寛いでいたのだが、長時間に及ぶと退屈になってきたので、すこし開けておいてくれる窓から、ときどき外へ散歩に出るようになった。

　学院の敷地内に広がる木漏れ日の林を散策していたとき、黒猫のピピと出会って仲良くなった。

　彼はどこからともなく現れ、ココリナを見ると親しげにくっついてきてじゃれる。ココリナも楽しくなってじゃれ返すと、喉を鳴らすピピに甘噛みされた。

　猫になっても、猫の言葉は「ニャーン」以外の何ものにも聞こえなかったが、人でいるときより意思の疎通ができる気がした。

　ピピはたまに出会うと近づいてきて、くんくんと匂いを嗅ぎにくる。

　でも、お尻の匂いを嗅がれるのはさすがにたまらない。猫として当然の行動なのだろうけど、そこだけは相容れなかった。

（でも、まだ人間の意識をちゃんと保ててるってことだよね）

　なにしろ、気づくと毛づくろいしたり、ゴロゴロと喉を鳴らしてラングスの足元にまとわりついていたりして、己の急速な猫化にびくびくしていたのだ。

　すっかり気質も猫になってしまったとばかり思っていたが、人間臭さが多分に残っていてほっとした。

　――それにしても、物心ついてから今日まで、こんなにのんびりした日々を過ごした記憶はほとんどない。ずっと昔、前学院長がココリナを膝に乗せ、本を読んでくれたことは覚えていたが、忙しく働いていた日々のほうがはるかに多かったのだから。

　こんなふうに、日中はひとりでいたりピピと遊んだりと、のんびり過ごした。

　ラングスが講師室で机に向かっているときは、強制的に彼の膝の上に載せられたが、大きな手で撫で繰り回されていると、ついお腹を見せて転がってしまう。

（にゃ～幸せ……）

「あーふわふわで、幸せですねえ」

　撫でるラングスもどうやら幸せを感じてくれているらしい。

　本物の猫がこの境遇をどう感じるかはともかく、猫化したココリナにとって、この生活はひたすら天国のようだった。

　何もココリナを追い立ててこないし、寝坊してどやしつけられることも、失敗して誰かに怒られることもない。

　むしろ、眠たければいつまでも寝ていられるし、好きなときに遊んで、好きなときに食事をし、勝手気ままに過ごしても許される。

　それどころか、ココリナがぐでぐでと眠りこけ、ラングスの手に甘えて頭を擦りつけると、彼は喜んで子猫を抱き上げ、盛大に頭や背中、おなかにまでキスの雨を降らせるのである。

　――なんかもう、ずっとこのままでいいかもしれない。

















第３章












　今日は休日である。

　いつもは朝早く起きるラングスも、休日とあってはなかなか起き出してこない。

　だが、休みということは、今日は一日ラングスに構ってもらえる日である。

　ココリナはそれが楽しみで昨日からずっとそわそわしていて、ラングスが目覚めるのを今か今かと待ち続けていたのだ。

　すこしどぎまぎしながら、ラングスの頬を舐めてみた。でも、とっても悪いことをしている気がして、思わず毛布の中に頭を突っ込んだ。

　しかし、ラングスは起きない。もう太陽もすっかり昇っているので、ココリナは前足でカーテンをぺろっと捲った。隙間から燦々と陽光が射し込んでくるのに、ラングスは熟睡している。

（起きて、くださいっ！）

　待ちくたびれすぎたので、ラングスのお腹の上に乗って、前足でふみふみしてみた。自然とゴロゴロ喉が鳴る。

（あ、これ、いい）

　しかし、あまりに反応がないものだから、だんだん焦れてきて、毛布の上からラングスの身体をたたいていた。むろん、子猫の小さな足で猫パンチをしても、大した衝撃を与えることはできない。

（足？　手？　猫の前足は果たして足なんですかね？　足なら前足でも猫キック……でもパンチのほうがしっくりくるから、やっぱり手？　私の気持ちとしては手なんですけど）

　すごくどうでもいいことが気になった。

「うー、ん……」

　ラングスは寝返りを打って、さらにすやすや眠りつづける。

「ニャア、ニャアッ」

　必死に呼んでも起きないので、ココリナはあきらめてベッドから降りるため、ラングスの足元に回る。

　ふと毛布の裾から、彼の足指が覗いているのが見えた。

「…………」

　なんだか無性にうずうずしてしまう。気づいたらココリナは身を低くし、ラングスの足指に狙いを定めると一気に跳びかかり、何度も何度も猫パンチを繰り出した。

「うわぁっ」

　彼が足を引っ込めたので、すかさず追いかけて毛布の中に滑り込む。

「ココちゃん！　わ、くすぐった……やめ……っ」

　悲鳴をあげて大暴れしたラングスが、笑い転げながら毛布を剥がすと、とうとうココリナを捕まえてしまった。

「朝から元気だなぁ、ココちゃんは」

　頭をぐりぐりと撫でられると、自然に甘えた鳴き声が出てしまう。そのまま彼の指にしがみつくと、かじかじと指先を甘噛みした。

「んーかわいいっ、肉球ちっちゃいねー！」

　頬ずりされたので、今度はぺろぺろと彼の頬を舐める。

　意識して猫の仕草を真似しているわけではないのだが、甘え方が現在の身体に適した表現になってしまうのだ。

「今日は自宅に戻るからね」

　そう言われた途端、尻尾が下がった。

　せっかく一日一緒にいられると思ったのに、ほとんど人のいない学舎に置いていかれてしまうと思ったのだ。

　でも、ラングスは子猫を抱き上げると、控室を出て書斎に向かい、用意してあったバスケットを机の上に置いた。

「入ってくれるかな？」

　上部が開くようになっているバスケットで、ラングスが蓋を開けるとやわらかな布が敷かれているのが見えた。

（一緒に連れていってくださるんですか!?）

　これには大興奮で「ニャアァ」と喜び勇み、思わずバスケットの中に飛び込んでいた。

「いい子いい子！　ニャロンはバスケットを見ると逃げ出してたのになあ」

　かつての愛猫を思い出したのかラングスはくすくす笑い、ココリナに朝食を用意してから控室に戻る。

　支度がすんだ彼はいつもの学者のローブではなく、きちんとした貴族の子弟のナリで現れた。白いシャツにすてきな刺繍の入った上着。銀色の髪もきれいにまとめ、ベルベットのリボンで結ってある。

（うわ……）

　こういう貴族のいでたちをしている人を、これまであまり見たことがなかったから、初めて見たラングスの服装に目がチカチカした。

　そう言えば、大恩人のカリム前学院長も、ときどきこんな貴族のいでたちをしていたように思う。普段、学者のローブをまとっている姿と違って新鮮だったから、それを思い出してしみじみしてしまった。

「さて、行こうか」

　ココリナの身体をバスケットの中に収めると、ラングスはそれを持って学院を出た。バスケットの中で揺られているだけなので外の様子は見えなかったが、あたたかな陽の光の匂いがする。ぽかぽかしていて、とても心地のいい陽気だ。

　しばらく歩くと、鉄の音がした。おそらく、閉じられていた正門を開けているのだろう。

「お待ちしておりました、ラングスさま」

　知らない男性の声がしたのでココリナはびっくりして息を潜めた。

「ああ、待たせたね」

「いえ、あなたさまのことですから、下手をすると昼前になるのではないかと危ぶんでおりました。ずいぶん早くて驚きましたよ。おや、お荷物ですか？」

「荷物ではないよ。僕の大事な――」

　バスケットの蓋が開けられ、ココリナはあまりのまぶしさに目を細め――実際には、瞳孔がキュッと細くなった。

「おやまあ、子猫ですか」

　ココリナが見上げると、黒髪に黒いスーツを着た、頭髪にすこし白髪の混じった紳士がバスケットの中を覗き込んでいる。

「もうニャロンさまのことは吹っ切れたのです？」

「黒猫を見るとまだ胸にくるけれど、こんな小さくてかわいらしい生き物を放っておくなんてできないからね。雨に打たれて死にかけていた」

「それは仕方がございませんね」

　紳士が指を伸ばしてきたので、思わず後ずさってフーッと背中の毛を逆立てていた。

　会話を聞いていると、おそらく彼は貴族のラングスに仕えている人のようだから、怯える必要はないと思うが、これはもう条件反射としか言いようがない。

「はは、嫌われたね。ルキナス」

「猫には好かれる性質タチですのに……」

　ルキナスと呼ばれた紳士はさみしげに指を引っ込めると、そこに停まっていた立派な箱馬車の扉を開けた。

「さあ、どうぞ。お邸で旦那さまがお待ちです」

　ラングスは馬車に乗り込むと、バスケットの中からココリナを出してくれた。

　ゆったりしたソファの座席に降り立つと、きょろきょろと車内を見回す。豪華な内装で、どこか懐かしく感じる。

　ヴァルムの下町で雨に打たれてひもじい思いをしていたとき、カリム学院長が馬車の中に招き入れてくれたのだ。

　濡れて冷え切った手を握ってあたためてくれたことや、初めて座ったやわらかなクッションが心地よかったのを覚えている。

（あったかくてすぐ寝ちゃったんだっけ）

　起きたときにはもう学院の中にいたのであまり記憶には残っていないが、馬車にはいい思い出があった。

　いよいよ動き出すと、ココリナは窓辺に上りついて外を眺めた。

　学院の外に出るのは、あの日以来かもしれない。それからずっと、ココリナはこの学院の中だけで過ごしてきたのだ。

　林が視界から流れ去り、今までに見たことのない開けた景色が続く。やがて石畳の道にさしかかったらしく馬車がすこし揺れたが、その揺れが楽しくなって、ココリナは座席の上で走り回った。

「いつもと違う場所だからびっくりするかと思ったけど、大丈夫そうでよかった。おいで」

　ラングスがひょいとココリナの身体を持ち上げ、半ば強制的に膝の上に載せると、指で子猫の毛を撫ではじめた。

（やっぱりここがいちばん落ち着く……）

　あたたかい膝の上にいると、必然的に眠たくなってしまうのだ。

　そのまま熟睡してしまったが、バスケットに移されて目を覚ました。

「さあ着いた。僕の部屋までは中にいてね。猫が苦手な人がいるから」

　蓋を閉じられたバスケットの中でおとなしく聞き耳を立てていると、ルキナス以外に中年女性の声も聞こえてきた。

「おかえりなさいませ、ラングス坊ちゃま。いかがですか、学院での生活は。そう遠くないのですから、ここから通われればよろしゅうございますのに。おひとりでは何かとご不便でしょう」

「久しぶりだね、サラ。大丈夫だよ、留学中もずっと自分のことは自分でしてきた。ここにいると上げ膳据え膳すぎて、自堕落になってしまう気がするよ」

　学院にいるときの茫洋とした姿を見ている限り、ラングスが貴族だという気はあまりしないのだが、使用人との会話を聞いていると、ココリナとの身分の違いをまざまざと見せつけられた気がする。

（ん、なんだろう、このもやもやした気分）

　ラングスとは住む世界が違うことなど、ずっと前から知っていたはずなのに、埋めようもない違いを明示され、胸がずんと沈み込んだ。

　そもそも、『人間と猫』という時点で、身分差も何もあったものではないのだが。

「あら、お荷物ですか？　お持ちしますわ」

「大丈夫だよ、サラ。大事なものだからね」

「坊ちゃまそれは、わたくしに預けるのは不安ということでございますか？　年を食ったとはいえ、まだまだ腕力は衰えておりませんよ！」

「もちろん信用しているよ。腕力で言えば、きっと僕よりもサラのほうが上だろうからね」

　貴族のラングスも、学院にいるときと変わらずに穏やかな人だった。使用人とのほのぼのした会話を聞いていると、彼がココリナにもやさしくしてくれる理由がわかった。

（やっぱりラングス先生はやさしいな）

　今の今まで正体のわからぬもやもやで胸を陰らせていたはずだが、ラングスの為人ひととなりを再確認して安堵した。

「さあ、旦那さまがお待ちですよ。一ヶ月の成果を報告しろと、首を長くしておられます」

　結局、ココリナの入っているバスケットは、ラングスの手から他の人物に移されることはなかったらしい。

　玄関をくぐって建物の中に入ったようだ。空気が変わったのがわかる。足音が反響するので、広いホールを歩いているのだろう。そのまま階段をいくつか上がって、三階へやってきた気がする。

　やがて扉が開くと、バスケットがどこかに置かれた。

「父上は書斎に？」

「ええ。先に行って旦那さまに坊ちゃまのご到着を知らせてまいりますわ」

「頼むよ」

　こうしてサラが出ていくと、バスケットの蓋が開けられた。

「ココちゃん、いい子でちたね！　さあ、窮屈だったでしょう、出ていいですよ」

　ひょこっと頭を上げて見回してみると、そこは広々とした私室だった。

「ニャァ～」

　やわらかそうな絨毯が敷かれ、洒落たソファにクッション、ずらりと本の並んだ大きな書架、壁一面の掃き出し窓からは陽光が燦々と降り注ぎ、室内を明るく照らしている。

（絵本で見た、王子さまのお部屋みたい……）

　今までにこんな贅を凝らしたすてきな部屋を見たことがなかったので、ココリナは目をぱちぱちさせながらバスケットから出た。

「僕は父と話をしてくるから、ココちゃんはここで待っててくださいねー。僕の部屋だから、好きに遊んでていいでちゅよ。誰もこないし」

　子猫の小さな額にキスをすると、ラングスは部屋を出ていってしまった。

（ラングス先生のお部屋！）

　学院の講師室は質素な造りだったし、豪奢や華美とは縁がない世界だ。仕事部屋ということもあって無機質な雰囲気だったが、ここにはあたたかな人間の営みが感じられた。部屋の主が不在でも、きちんと清掃が行き届いている。

　床に下りてみると、毛足の長い絨毯に足が沈み込んだ。そのやわらかな感触がとても気に入って、何度も前足で踏んでみる。

　部屋の中をぐるりと回り、開け放たれていた奥の扉に入ってみると、大きなベッドが部屋の中央に置かれていた。

（ラングス先生の寝室？　大きなベッド……）

　彼の控室にあるベッドは簡易的なもので、ひとり寝が精いっぱいの小さなものだったから、この巨大さには目を剥いた。

（十人くらい寝られるんじゃないかな！）

　あくまでも小さな子猫目線での感想だが、ココリナがそう思うくらいに大きい。

　好きに遊んでいていいというお墨付きはもらっていたので、ベッドに飛び乗り、転がってみたり走ってみたり、やわらかいクッションに飛びついて猫キックを浴びせたりと、見たこともない貴族の部屋に興奮して駆け回っていた。

　ふと、ラングスの机の背後にかかっている絵に気がついた。壮年の紳士と少年が描かれている。

（家族の肖像かな？）

　よく見ると、少年は美しい銀色の髪をしていた。眼鏡はしていないが、ラングスの子供時代のようだ。では、その隣にいる紳士は父親だろうか。

（あ、学者のローブ）

　学院の講師が着ているものによく似ている気がする。ラングスの父も学者なのだろうか。

　もっと絵を近くで見ようと、ココリナは机の上に飛び乗ったのだが、ノックの音とともに「ラングス坊ちゃま」と呼ぶ声がしたので振り返った。さっきのサラという女性の声だ。

　しかし、応えがないからか、部屋の扉が開いて恰幅のいい婦人が入ってきた。

「あら、もう行かれたのかしら」

　部屋の主の不在を確認して立ち去ろうとしたのだが、ラングスの机の上から彼女を見ているココリナの姿に気づいたようだ。

　目が合って、一瞬の間ができる。

　だが、次の瞬間には、サラの悲鳴が邸中に響き渡った。喉が張り裂けそうなキンキン声にココリナは驚き、飛び上がると隣室のベッド下に潜り込んでいた。

「ねっ、猫――ッ！」

　サラは廊下に飛び出して転んで、そのままうずくまっている。その様子をベッドの下からこそっと覗いたココリナは茫然とした。

　確かに世の中には猫が苦手な人もいるだろう。しかし、この無力な子猫を見て悲鳴をあげ、腰を抜かすほど恐れる人がいるなんて、想像したこともない。

「サラ、どうしたんです」

　彼女の悲鳴を聞きつけてやってきたのは、ルキナスだった。

「ね、ねこ……猫が……っ！」

「ああ」

　戸口から室内を見回し、子猫の姿をみつけられなかったルキナスは、腰を抜かすサラに手を貸して立たせると、苦笑した。

「サラの悲鳴にびっくりして、どこかに隠れてしまったようですよ」

「なんだって坊ちゃまの部屋に猫が！　ルキナスさん、早く追い出してください！」

「追い出すなんて、相手はあなたの片手に載るほどの子猫ですよ。それにあれは、ラングスさまの飼い猫です。勝手に追い出したりできません」

「坊ちゃま、ま、また猫を……！」

　そのやりとりの間に、今度はラングスと、ココリナの知らない紳士も駆けつけた。

「何事だ、今の悲鳴は」

　戸口に立った紳士が厳しい目でラングスの部屋の中を見回す。その鋭い視線に本能的に怯え、ココリナはさっとベッドの下に身を潜めた。

「ぼ、坊ちゃまがまた猫を連れて戻ってきたんですよ、旦那さま！　なんとか言ってくださいまし！　私が猫を苦手にしていることを昔からよくご存じですのに、坊ちゃまときたら……」

「サラが怯えると思って、わざわざバスケットに入れてたんだ。別にいやがらせしてるわけじゃないよ。ちゃんと学院に連れて帰るから、心配しなくていいよ。父上、さっき話した子猫です。雨の中で弱っていたので保護しました」

（あ、この方、ラングス先生のお父さんだ）

　あの肖像画の人だろうか。興味に駆られて戸口をじっとみつめていると、ラングスの父親が室内に踏み込んできた。

「どこにいるんだ、その猫は」

　ココリナが苦手とする、低く、鋭い声だ。隠れていたほうがいいのだろうか。迷ったが、彼の顔を見てみたくなって、興味本位にベッドの下から這い出し、小さく鳴いた。

「赤毛の子猫か」

　ラングスの父は、子猫が逃げないようにじりじりと距離を詰め、寝室の戸口にたどり着くとしゃがんだ。

　柔和な顔立ちをしたラングスとは対照的に、ずいぶん厳しそうな表情の紳士である。あの肖像画の男性はラングスに似てもうちょっと柔和そうだったから、おそらく違う人物なのだろう。

「おいで」

　ココリナの目の前に指を差し出し、チッチッと舌を鳴らす。そんなことするような人に見えなかったので驚いたが、ちらっと彼の背後に立つラングスに目を向けると、「大丈夫だよ」と言うように笑っていた。

　おそるおそる出ていって、ラングスの父に近づいていく。すると、高々と抱き上げられた。

　驚いてその腕に爪を立てそうになったが、両手でしっかり支えてくれている。

「おお、なんとかわいらしい子猫だ。サラ、おまえの猫嫌いもそろそろ返上しないか。おかげで我が家では猫が飼えん」

　ラングス父の硬質な手で頭を撫で繰り回され、ぽかんとする。一見すると怖そうな男性だが、ココリナを見る目はラングスと同じ濃紺で、意外にもやさしそうだった。

「無理でございますよっ！　虫やネズミの死骸をくわえてきて得意げに……ああっ、想像しただけで腰が抜けます！」

　彼らの会話を聞き、その空気に触れていると、貴族であるラングスとその父親、使用人のサラとルキナスを隔てる高い壁のようなものは感じられない。

「しかしラングス、どうするつもりだ」

「ちゃんと僕が面倒見ますから、ご心配なく」

　このあとで、ラングスとその父に応接室で遊んでもらい、おいしいごはんも与えてもらい、思いがけない余暇をたっぷり楽しんだココリナだった。
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　その翌朝のことだった。

　物音に気づいて目を覚ましたココリナが、眠っているラングスのベッドから抜け出して講師室に入ると、窓の外にピピがいて、開けてくれと言わんばかりにガラスをたたいているのが見えた。

　とはいえ、ココリナも猫の身ゆえ、鍵を開けることはできない。困って外を見ていたら、ラングスが起きてきて、窓を開けてくれた。

「ピピさん、珍しいですね。ココちゃんと仲良しなんですか？」

　以前、ピピの姿を見て腰を抜かしていたラングスだが、やはりピピを見るとすこし及び腰になっているようだ。

（ニャロンちゃんを思い出しちゃうのかな）

　開いた窓の隙間から黒猫がするっと入り込んでくると、彼は口にくわえていた何かをココリナの前に置いた。

　なんだろうと目を凝らしてみると、それはボロボロになったネズミの死骸だった。

「ニャア！」

（ひっ――！）

　ココリナは反射的に背中の毛を逆立てて、後ろに大きく跳躍した。自分でもびっくりするくらい高く跳んだ。

　しかし、驚く彼女に対してピピは得意満面だ。

（おまえ、狩りできないだろ？　俺が獲物をとってきてやったからな！）

　なんとなく、彼がそう言っているように思えた。

（あ、あ、ありがたくはあるのですが――ッ！）

　毛を逆立てたまま後ずさりすると、二匹の様子を見ていたラングスが、寝起きの顔に苦笑ともつかない硬い笑顔を浮かべ、ネズミの死骸をつまみあげた。

「ピピさん、ココちゃんに貢物をありがとうございます。でも今後、こういった付け届けは辞退させていただきます。間に合ってますので」

　そう言ってピピを追い出してぴしゃりと窓を閉めた。

　なるほど、ラングスの実家にいるサラが、猫を苦手にする理由はこれかと納得した。確かに、動物や虫の死骸を持ってこられたら、卒倒してしまうのもわからなくはない。

　しかし、こうして猫から贈り物をもらった経験があるということは、サラはその猫に好かれていたのではないだろうか。

「びっくりちまちたねー！　せっかくですが、このネズミはあとで処分しますからね。それにしてもピピさんめ、ココちゃんに近づくとは不逞な雄猫……ニャロンの面影があるとはいえ、気を許せないな。いいですか、ココちゃん。異性には気をつけるんですよ！　あなたはかわいいんですからね！」

　ネズミを袋に入れて隠すと、きょとんとするココリナを抱き上げてラングスはぎゅっと腕の中に赤毛の子猫を抱きしめた。
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　朝、そんなちょっとした騒ぎがあったものの、いつもと変わらぬ穏やかな日中を過ごした。

　ラングスが戻ってくる時間を待ち焦がれ、扉の前で鎮座待機していたココリナだったが、胸騒ぎを感じて控室の中に逃げ込んだ。

　ラングスが扉を開けて、中に入ってくる。だが、その後ろに別の誰かの足音が続いた。

「ぜひ、ラングス先生に課外授業をお願いしたいんです！」

　大きな声に驚き、ココリナの耳がぺたんこになった。

　声の主は、アリシアだった。彼女をこんな姿に変えた張本人である。

　猫にされてから十日ほど経っていたが、彼女はもう自分の所業を忘れてでもいるのだろう。甘えた様子で言って、椅子に腰を下ろしたラングスにずいっと迫った。

「あなたの向学心には舌を巻きますが、ひとりだけ特別扱いはできないのです」

「どうしてですか？　やる気のある生徒を排除するのが学院の方針なのですか？」

「そうではありません。質問くらいならいくらでも歓迎しますが、課外授業となると、また話が変わってくる。ここは個別の私塾ではないので、平等に学習の機会を与えなければならないと決まっているのです。もし中等部の講義が物足りないのであれば、高等部編入の推薦状を書きますよ。あなたの学力と魔力があれば、高等部の講義にも追いつけると思いますが」

「私は、ラングス先生に教わりたいんです。高等部にラングス先生の講義はないではありませんか」

「僕には魔力がありませんからね。高等部はより実践的な講義をしますし、そのほうがあなたにも合うと思いますが」

　彼らのやりとりを聞いているうちに、ふと思い出したのだが、アリシアがココリナを猫にするのは「ラングス先生に色目を使った罰」と言っていたような……。

（色目……って、異性の気を引くような、流し目とかそういう意味だと思っていたけど……私、違う意味で覚えてたのかな。あとで辞書引かなきゃ）

　果たして、辞書を引ける日がくるのかどうか、そこに思い至るとため息が出た。

　しばらく押し問答が続いていたようだが、ラングスは「規則なので、すみませんねえ」とやんわり申し訳なさそうな声で、でもきっぱりとアリシアの頼みを断り、仕事があるからと彼女を追い出してしまった。

　その様子を扉の陰からそっと見ていたココリナだが、部屋を出されたアリシアが一瞬、こちらを鋭い目で見ていた気がして、あわてて控室に引っ込んだ。

　ココリナがのうのうとラングスの許で猫生活を満喫しているだなんて、アリシアに知られでもしたら、本当に駆除されてしまうかもしれない。

　彼女は侯爵家のひとり娘だし、講師も舌を巻くほどの実力の持ち主だ。発言の影響力は大きいだろう。

「あ、そうだわ先生」

　退室しかけたアリシアが足を止め、ラングスを振り返った。

「先生が秘書に誘った使用人、最近顔を見ていますか？」

「――ココリナさんが、何か？」

　自分のことが話題になっている。もしかして、ここに自分がいることがバレてしまっただろうか。

　小さな心臓がドキドキと音を立てはじめた。

「どうやら、学院から出ていったようですよ」

「ココリナさんが出ていった？　それは本当ですか？」

「せっかくラングス先生が秘書にと誘ってあげていたというのに、きっと分不相応だと逃げ出したのでしょう。書き置きもあったそうですわ、ヴァルムに帰ると」

　まったくのでっち上げだが、それを訴える口はココリナにはない。だが、いたたまれなくなって、控室の床をうろうろと歩き回っていた。

「そうですか……」

　落胆したようなラングスの声を聞いて、思わず壁に爪を立てそうになってしまった。

（違います、先生！　出て行ってなんていないです！）

「本当に恩知らずな使用人ですこと。では、失礼いたします」

　アリシアが立ち去ると、ラングスは気難しい顔をして扉を閉めた。

　不安に襲われて耳を垂らしたココリナだったが、ラングスが控室に入ってきた途端、ゴロゴロ喉を鳴らして彼の足に擦り寄っていた。

　ことさら彼に甘えているつもりはないのだが、これはもう無意識の猫の性サガだ。

「ココちゃん、ここでちたかー。知らない人がいてびっくりちまちたか？」

　相好を崩したラングスに抱き上げられ、額と額を合わせてすりすりされた。

「ニャア！」

「うーん、そうなるとは想定外でした……」

　さっきのアリシアの口ぶりだと、ココリナは秘書に誘ってもらったことがいやで、学院から逃げ出したような印象を受ける。ラングスも、さぞココリナに失望したに違いない。

　眉根を寄せたラングスに、（違うんです！　私はここです！）と叫んでみたが、やっぱり「ニャアァ、ニャアッ」となってしまい、通じなかった。

　必死にココリナが鳴くものだから、ラングスはくすっと笑みを浮かべて子猫に頬ずりした。

「大丈夫、大丈夫ですよ。ほんとにかわいいですねー君は。ブラシをかけましょう」

　ラングスの机の上にちょこんと置かれ、やさしく毛を梳かれる。

　喉を鳴らしている場合じゃないのだが、たまらなく心地いい時間だ。

「最初はあんなにやせてたのに、だいぶふっくらしてきましたね。いい傾向です。毛並もきれいになったし、とっても美人ですよ」

「ミャアァ」

　事態は決して楽しい方向へ進んでいないのだが、ブラシの快感にすっかり心は天国である。

　机に向かって書物を広げるラングスに構ってほしくて、ついつい彼の視線をこちらに向けるよう、広げた書物の上でお腹を見せて寝そべってしまうのであった。

















第４章












　愚図でのろまで役立たずの小間使いを猫に変えてやってから、そろそろ十日が経過する。

　あの惚けた小娘の姿が見えなくなってスッとしたものだが、時間が経つにつれてアリシアは不安になってきた。

　別に彼女を猫にしてやったことを後悔したわけではないが、いくらアリシア自身の変化の術の完成度が高いからといって、まだ魔術師の端くれにすぎない。魔力を恒久的に定着させるには、かなりの修練が必要となるのだ。

　ココリナにかけた猫化の魔術も、せいぜい一週間もすれば解けるだろうから、彼女がそこらへんで全裸のまま人間に戻ったら笑える――そう考えていたのだが、ココリナがどこかで姿を現したという噂も聞かなかったし、学舎の地下にある部屋に戻った様子もないのだ。

　アリシアを恐れ、あきらめて学院を出ていったのだろうか。

　あるいは、アリシア自身の魔力が増大して、定着の時間が伸びているのかもしれない。

「そうね、このところ飛躍的に魔力が向上しているって、先生方からもお墨付きをいただいているし」

　もうとっくに出ていっているなら清々するし、まだ学院内にいるにしろ、アリシアの向上した魔力で無力な猫のままでいるのならいい気味だ。

　そのうち己の醜態を恥じてどこかに消えるか、あるいはとっくに餓死したか。

「ざまみろだわ」

　はじめはココリナの能天気な笑顔に苛々させられていただけだが、お情けで学院で働かせてもらっているだけのみなしごの能無しが、ラングス・シールギッド講師にかわいがられている場面を見て、猛烈に腹が立った。

　アリシア自身、魔力を持たないラングスを最初は小馬鹿にしていたはずなのだが、彼の古代語の知識の深さと見識の広さを知り、その穏やかな口調で熱心に解説してくれるのを聞いているうちに、彼に対する尊敬の念が芽生えてきた。

　それによく見れば、間抜けな丸眼鏡の向こうに見える瞳は、やさしげで知的だ。顔のつくりも悪くないどころか、整ってさえいるではないか。

　魔力がなくとも、貴族の子弟であることに変わりはない。

　そう思いはじめた矢先のココリナである。

　彼の部屋でこそこそとアリシアとラングスのやりとりを盗み聞きしていたくせに、転んだふりをしてラングスの気を引き、アリシアを追い出させたのである。

　図書館では、あの小娘を自分の秘書にしようだなんて、ラングスは正気とも思えないことを言っていたが、もしかしたら、あの娘の狡猾な手管で彼は騙されているのではないだろうか。

（ありうるわ……）

　ラングスは誰に対してもやさしい講師だから、みなしごのあの娘に同情心を持っているのかもしれない。

　だが、街の治安を監督している父からは、貧困によって人々は、抜け目がなくなったり、他人を出し抜こうとして意地汚くなったりすると聞いたことがある。

　父はたびたび下町の治安の悪さを嘆いていた。

（だから、あの娘もラングス先生を騙して、秘書の地位に収まり返るつもりなんだわ）

　何の能力も持たないくせに同情で気を引き、分不相応な地位を手に入れる。それがココリナの目的だとアリシアは看破したのだ。

　絶対に阻止しなくてはならなかった。人のいいラングスを守るためにも、とことん懲らしめてやらなくてはならない。

　だから、ラングスが苦手にしている猫に変えてやった。

　彼は講義の最中、学院の敷地に住み着いている黒猫のピピが室内に入り込んできたのを知るとパニックになり、講義室から逃げ出そうとしたほどに猫が苦手なのだ。

　ココリナがどんなにかわいい子猫の姿になったとしても、ラングスだけは絶対にココリナに近づくことはないだろう。

　そう思っていた。

　そう思ってほくそ笑んでいたのに。

（ラングス先生、部屋で猫を飼ってるの……？）

　課外授業を頼みにいったラングスの部屋の隅に、猫のトイレらしきものが置かれているのを発見した。よく見れば、暖炉の側には動物用の皿まで用意してあるではないか。

　室内を見回しても、猫の姿はない。だが、すこしだけ開いている控室の扉の陰に、何かが動いた気配があった。

（まさか……）

　ココリナをラングスから遠ざけるために猫化させたのに、彼女はここに住み着いているのだろうか。

「…………」

　学院側は、前学院長が連れてきた娘を扱いあぐねていた。進んでぞんざいにすることはなかったが、特別優遇することもなかった。

　だから、ココリナの姿が見えなくなっても特段、騒ぐことはなかったし、しばらく様子を見て戻ってこなければ、出奔したものとして処理するつもりのようだ。

（ただ出奔しただけなんて、そんなの許さない）

　振り返ってラングスの講師室の扉をみつめると、アリシアはスカートの裾を翻してその場を立ち去った。
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　アリシア襲来の翌日。

　ココリナはぼうっと考え事をしながら散歩をしているうちに、いつもは行かない場所まで足を延ばしていた。

　気がつけば、かつて自分が暮らしていた学舎の裏手に来ていたのだ。

　思えば今日まで、たくさんの仕事をすっぽかしてしまった。昨日、アリシアが言っていた「書き置き」とやらが実際にでっち上げられているのなら、ココリナの居場所はとっくになくなっているのだろう。

　ふいに気になって、使用人たちが休憩で使う裏庭に行ってみると、洗濯を終えた三人のおばさんたちが、ちょうど勝手口から出てくるところだった。

　ココリナは積んであった薪の陰に隠れて、こっそりおばさんたちの話を盗み聞きした。そう、今日は意思を持っての盗み聞きである。

　最初は一日の予定や世間話に終始していたが、ひとりが声を潜めた。

「そういや、ココリナは結局、戻ってくる様子もないみたいだね」

　自分のことだ。どきっとしてココリナはますます耳をそばだてた。

「毎日あれだけ怒鳴られていりゃ、いやにもなるでしょ」

「悪い子じゃないんだけどねえ。あの子、前学院長の隠し子なんだろ？　危うい話には近づいちゃなんないわ。いなくなったのなら幸いって上層部も思ってるんだろうよ」

　それからひそひそ話がはじまったが、ココリナは目を点にした。

（私が学院長先生の隠し子ってこと……!?）

　幼い頃、学院長に雨の降りしきる王都で拾われたことははっきり覚えているから、もちろんそんなの事実無根だ。カリムは白髪だったから元の髪色は知らないが、ココリナの琥珀色の瞳とはまるで違った。はっきり覚えている、ラングスと同じ濃紺の瞳だった。

　でも、ココリナが知らないだけで、学院内にはそういう噂がまことしやかに流れていたのかもしれない。なんとなく敬遠されていたのも、もしかしてその噂のせいなのだろうか。

「でも、戻ってこなくて幸いだよ。昨晩の騒ぎ、聞いたかい？」

「なんかあったの？」

「マルグレイ侯爵家のお嬢さんだよ。部屋から私物がいくつかなくなってるって騒ぎはじめたのさ。そしたら、他のお嬢さん方の部屋からも、小物が……って飛び火して」

「盗難ってことかい？」

「真っ先に疑われたのが、ココリナだよ。あの子は寮棟でも仕事をしてたし、お嬢さん方の部屋に入って掃除することもあったらしいからね。もっとも、自室の清掃は自分でやることになってたはずで、それをココリナに押し付けていたのに、勝手なものさ」

　これにはココリナも口を開けた。自分が窃盗の犯人として疑われているなんて、思ってもみなかった事態だ。

「それでどうなったの」

「昨晩、寮長と副学院長と、使用人頭とマルグレイ家のお嬢さんで、ココリナの部屋に乗り込んだんだよ」

（……私の、部屋に？）

「なくなったと騒がれていた物が全部出てきたんだそうだよ。それに、前学院長の使っていた貴重な辞書から古代語の本まで。あの子には読めそうもない本ばかりだから、街で売るつもりだったんだろうって」

　耳がピンと立った。

　令嬢方の私物に関してはまったく知らないが、前学院長の本は、ココリナが直々にもらったものだ。「読み書きくらいはできないとね」と、前学院長が現代語と古代語の読み書きを教えてくれたのだ。学院内には古代語の掲示も多いからと。

　辞書はさまざまな単語を覚えるのにちょうどいいと、もう使っていないものをカリムが譲ってくれたのだ。

「ニャァア！」

　盗んでなんかいませんと、思わず叫んだ。

「あら、あんなところに子猫が」

「ほんとだわ。ピピ以外にも猫がいるのね、おいで」

　おばさんたちが猫の姿をしたココリナに気づいたので、あわてて茂みの中に逃げ出した。

（どうしよう……盗んでなんていないのに！）

　ここしばらく、ラングスに甘やかされる日々を送っていたせいで、すっかり気が緩んでいたが、人間としての自分の居場所が確実に脅かされていることを知り、動転した。

　でも、潔白を証明する方法はない。この姿では弁解もできないのだ。もしかしたらラングスにも、ココリナが盗んだと思われてしまうのだろうか。

　――初めて焦りを覚えた。

（いやだ、そんなの……。どうしよう。アリシアさんに頼んで、元に戻してもらう……？）

　しかしアリシアの前に出たら、弁解する間もなく犯人にされてしまうだろう。たぶん、一連の出来事は、ココリナを陥れるためのアリシアの謀はかりごとなのだから。いくら無罪を叫んだって、ココリナの訴えに耳を傾けてくれる人はいない。

　嫌われていることは承知していたが、彼女にここまで憎まれる心当たりがない。

　もともとが楽天的な性格であることに加え、ラングスとの生活が楽しかったせいで、理不尽な状況にもすんなり馴染んでしまったが、どうしてこんな目に遭っているのか、本当ならばもっと憤ったり悲しんだりするべき問題なのだ。

　他の講師なら、この術を見破ることができるだろうか。

　でも以前、高等魔術専門の講師ですら、アリシアの術を見破れなかったと聞いたことがある。

　ココリナが猫になったことを知っているのは、アリシアだけ……。

　動揺しながらラングスの部屋に戻ったが、まだ午前中の講義が行われている時間なので、部屋の主は不在だ。

（もし元に戻れても、このままじゃ学院にいられなくなる……）

　そうしたら、どうやって生きていけばいいのだろう。学院の外のことは何も知らないのに。

　また屋根なしの生活に戻るのだろうか。

　あるいは投獄されてしまったり……。

（そんなのいや……）

　室内をうろうろするココリナの尻尾が、無意識のうちに力なく垂れた。

　そのときだった。ラングスの部屋の扉が突然開かれた。

「いた」

　獲物を発見したときの歓喜の声をあげたのは、アリシアだ。反射的にココリナの背中の毛が逆立ち、耳が消失して見えるほどに折りたたまれた。

「すっかり猫が板についてるのね、ココリナちゃん」

　アリシアの笑顔の奥に、背筋がぞっとするほどのココリナへの嫌悪をみつけ、本能的に危険を察知する。

　魔術を解いてもらおうと思っていたが、そんな話ができる雰囲気ではない。アリシアの目には、ココリナへのはっきりとした敵意だけが宿っていた。

「おとなしく学院を出ていったと思ってたのに、あつかましくラングス先生の部屋で大きな顔をしていたなんてね！　泥棒猫もびっくりだわ。ラングス先生の部屋で、今度は何を盗むつもりなの？」

「ニャア」

　なんでこんなことをするんですか？　そう訴えたつもりだが、やっぱり猫の声だった。すると、アリシアが嘲るような笑い声をあげた。

「ごめんなさいね、私、猫の言葉は理解できないの。でも、学院内で猫を飼うのは禁止されているのよ。ずっとこの学院にいるあなたならご存じでしょう？　講師といえど、規則違反はいけませんわよね」

　彼女の手がココリナを捕まえようとするので、あわてて走る。すばしっこさは子猫に軍配が上がるが、アリシアは笑顔を絶やさなかった。

「私、猫って嫌いなの。勝手気ままで主人の言うことなんか聞こうともしないでしょう？　ラングス先生が猫嫌いと知って気が合うと思ったのに、残念だわ」

　彼女が指を振ろうとした瞬間、魔術に囚われると知ったココリナは、とっさに後退して、隙間の開いていた窓から外に飛び出していた。

　彼女もまたお嬢さまらしくなく、窓から飛び出してココリナを追いかけてくる。

「待ちなさい」

　静かな声で呼び止められて、背中の毛が逆立つのを感じた。

　人間が歩きづらいであろう茂みをめがけて全速力で飛び込む。

　心臓がドキドキしているが、これは完全にラングスに感じるドキドキとは全然別物の、恐怖ゆえの鼓動だった。

　猫なので足は速いが、普段から走ることなどあまりないからか、足がもつれそうになる。

　ちらりと後ろを振り返ると、アリシアの姿は見えない。身体の小さな子猫が林に逃げ込んだら、人間が追跡することなど不可能だろう。そう思ってほっとしたが、落ち葉を踏みしめる音が聞こえてきた。

　びっくりしてそちらに顔を向けると、アリシアが口許に笑みを浮かべて近づいてくるのだ。

（なんで……!?）

　もっと林の奥へとひた走るが、どこへ逃げてもアリシアの姿がついてきた。怖くなって、息が苦しくなる。

　やがて、林を切れて、学院の正門近くにたどり着いていた。茂みの中で小さくなり、ココリナはガタガタ震えていたが、やはりアリシアは正確に彼女の居場所を探し当ててしまった。

「私から逃げられるとでも思っているの？」

　なおも逃げようとしたが、アリシアは古代語で命じる。「止まれ」と。

　すると、ココリナの身体はまったく身動きがとれなくなってしまい、その場で硬直した。

　これがアリシアの魔術の力――彼女は魔導師の卵なのだ。それも、とびきり優秀な……。

　本当はココリナを捕まえることなど、彼女にとっては最初から造作もないことなのだ。ただココリナを怯えさせるために、講師室から逃がしたにすぎない。

　怖いと思った。アリシアが魔術を振るえば、自分の手で何かをしなくても相手を害することができるのだ。

　もしこのまま殺されてしまったら……。

　嫣然と唇に笑みを浮かべ、アリシアは動きを止められて固まっている子猫の首をつまみあげた。

「汚い野良猫だこと。身の程を知るといいわ」

　心の底から憎々しげに言われ、悲しくなった。

　ココリナを心から歓迎してくれた人は、これまでの人生でカリム前学院長とラングスしかいなかった。それでも、他人からこれほど憎まれたことはないし、理由もわからない。

　話ができないことが、これほどもどかしく感じたのは初めてだった。ラングスとなら、会話が成立しなくても仲良くできたが、アリシアにはココリナの気持ちを慮る気などこれっぽっちもないだろう。

　抵抗もできないまま、ココリナは首をつままれてぶら下げられながら、門へと連れていかれた。先日、ラングスに連れられたときは、外の世界に何があるのだろうとわくわくしたが、今はまるで地獄へ続く門へ連れ出されている気分だ。

　ここから街へ出ていけというのだろうか。だが、街での記憶はほとんどないし、学院を追い出されたらココリナに生きていく術はない。

（追い出さないでください、お願いします……！）

　泣きたくなって懇願するが、魔術のせいで猫の鳴き声すら出せない。

　やがてアリシアは、つまんだ子猫の身体を門の外に投げ捨てた。

　途端に拘束の魔術が解けたのか、ココリナの身体は自由を取り戻す。そして、同時に猫化の術も解けていた。

　小さな猫の足が、人間の手に、脚に、戻っていたのである。

　石畳の上に投げ出された拍子に膝や手を打ったが、痛みよりも何よりも、久々に五本指の手を見て歓喜が湧き上がってくる。

　でも、あわてて自分の身体を隠さなくてはならなかった。

　猫の姿から人間に戻ったココリナは、何も着ていない全裸のままだったのである。

　その姿を見てアリシアは笑ったが、次の瞬間には不愉快そうに唇を結んだ。

　いつもろくにブラシも入れずにいたココリナのくすんだ赤毛は、丹念にブラシをかけられてツヤツヤになっていたし、やせっぽちでみすぼらしい印象がなくなっていたせいだ。

　彼女がラングスに丁重に扱われていた証拠のように思えた。もちろん、ココリナ本人はそんなことには気づいてもいないが……。

「ア、アリシアさん……私、服を」

「野良猫に服なんていらないでしょう？　もう使用人のココリナは、学院をクビになって追い出されたの。いろいろな物を盗んだわよね。学生の私物から、前学院長の貴重な書物まで」

「違います、学生さんたちの私物なんてさわったこともありませんし、先生の書物は、私が直々にいただいた物なんです。本当です！」

「口だけならいくらでも言えるわ。でも、物証が出てきたのだから仕方がないわね。やはり由緒あるこの学院に、どこの誰ともわからない不審人物を置いておくのはよくないと思うの。だから今朝、副学院長から魔導省に通報してもらったわ。学院内に泥棒がいたって」

　不在のココリナを陥れるため、どんな物証もかんたんにでっち上げられる状況だということは、誰だってわかっているはずだ。

　でも、マルグレイ侯爵令嬢の言葉を疑う人間など、この学院にはいない。マルグレイ侯爵は宮廷内でも大きな発言権を持つ国家の重鎮なのだ。学院長だって、大貴族の言葉とみなしごの言葉、どちらに重きをおくか、想像しなくてもわかる。

「私は、違います……」

「もう間もなく魔導省の偉い方々がくるのよ。でも私は親切にも、かわいそうな野良猫が捕まる前に逃がしてあげようとしているのよ。感謝なさい」

　貴族でもない、後ろ盾すらない彼女がいくら抗弁したところで、自分の言葉の無力さはよく知っていた。

　しゃがみこんで胸を隠したまま、ココリナは泣いた。どんなにいやなことがあっても、悲しいことがあっても、笑ってさえいれば大丈夫。

　そう自分に言い聞かせて常に笑っていたが、とうとうそれができなくなってしまった。

　ぽろぽろと涙がこぼれて、地面の土を濡らす。

　すると、それを見たアリシアが快哉を叫ぶように笑った。

「それよ、その顔が見たかったの！　卑しい身分のくせに、どれだけ私たちに迷惑をかけようとヘラヘラ笑って、本当に癪に障るのよ。あんたなんか野良猫でさえもったいないわ。今度はドブネズミにでも変えてやろうかしら」

　もはや敵意を隠すこともなく剥き出しにしたアリシアは、うずくまるココリナに手のひらを向けた。

　子猫ならまだしも、ドブネズミにされてしまったら、ラングスだって見向きもしてくれなくなるだろう……。

　すべてをあきらめて目を閉じた。この場の支配者はまぎれもなくアリシアであり、ココリナは無力にされるがまま、じっと堪えるしかないのだ。

　ふわりと、身体が一瞬あたたかくなった。アリシアの魔力に包まれたのかもしれない。

　でも、感覚も視界にも異常は感じず、身体は人間のままだ。ただ、ココリナの肩に見慣れたローブがかけられていて、うつむいた視界の隅に、男物のブーツの踵が見えた。

　誰かが裸でうずくまっていたココリナに、ローブを着せかけてくれたのだ。

　顔を上げると、長い銀髪の後ろ姿がある。まるでココリナを守る壁のように立ちはだかっているその姿は――。

「ラングス先生……」

　ココリナとアリシアが、異口同音につぶやいた。

　ラングスはココリナを振り返ることなくアリシアと正面から対峙している。

「これは一体、何の真似ですか、アリシア嬢」

　いつも穏やかであたたかみのある声で話すラングスだが、このときはひどく険しく硬い声音でアリシアを詰問する。

「わ、私は――泥棒を捕まえただけです！　この子、学生の部屋に忍び込んで盗みを働いていたんです。それに、前学院長先生の貴重な御本まで。もうすぐ魔導省の人が……」

　ラングスにまで泥棒と思われてしまうのだろうか。ココリナは彼がかけてくれたローブを身体の前で合わせ、ほろほろと泣いた。

　だが、ラングスがすぐ隣にしゃがみ、ココリナの肩を撫でてくれる。猫のときにしてくれたような、やさしい手つきだった。

「大丈夫ですか、ココリナさん。すみません、こんな恐ろしい思いをさせてしまって。ですが、もう何も心配いりませんよ」

「先生……」

　子猫のココにするのと同じ笑顔を向けてから、ラングスはふたたび立ち上がった。

「残念でなりません、アリシア嬢。学院内で魔術を人に向けて行使することは、講義中以外、固く戒められていましたよね。ましてや人を人でないものに変化させ、恫喝するだなんてもってのほかです」

　ココリナは目を瞬かせた。アリシアが人を動物に変えていたことを知っていたのだろうか。ココリナが猫に変えられていたことを、知っていたのだろうか。

「私は何もしていません。彼女が逃げ出そうとしていたので、正義感から捕らえただけですわ。ココリナさんは半月もの間、学院内に隠れ潜んで盗みを働いていたんです。部屋からいくつも証拠が発見されています。前学院長の恩も忘れて、これだから卑しい人間は信用できないのです。ラングス先生のお部屋からも、もしかしたら蔵書がなくなっているかもしれませんわ。確認なさったほうがよいのでは」

　アリシアは悪びれもせずに言って微笑んだが、ラングスは頭を振った。

「あなたは入学してから、この学院で何を教わってきたのですか？　学院では、一流の魔導師となるには、魔術よりもその理念こそが最重要だと教えてきたはずです。魔力を悪用して他人を貶めるなど、もっとも忌むべき行為であることを理解していますか」

「ラングス先生、なぜ私にそんなことをおっしゃるのですか？　罪人はその子であって、私ではありません。悪用だなんて、人聞きの悪いことを。いくらラングス先生だからといっても、私を侮辱なさるのであれば、ここで起きたことをすべて父に報告いたします」

　彼女がそう言った瞬間、ラングスは深くため息をついて天を仰いだ。

「道徳観念の欠如甚だしく、魔力を悪用する学生には、どれだけ魔力があろうと学力があろうと、王国公認魔導師の称号はあげられません。むしろ、あなたのしたことは除籍処分相当です。どうぞ、そのつもりで」

　そう言われて、初めてアリシアの顔色が変わった。彼女はキッとラングスをにらみつける。

「除籍処分ですって？　何をおっしゃっているのですかラングス先生。この学院での地位が惜しくはないのですか？　父は魔導省や国王陛下に対しても大きな発言力を持っています。私を除籍にするなんて言った途端、先生の首が飛びますわ。職を失うという意味ではなく、実際に斬首される可能性も考慮なさったほうがよろしいかと存じます」

　アリシアの言葉を聞いて震えあがったのはラングスではなく、ココリナだった。サーっと血の気が引いていくのが、自分でもわかったほどだ。

　彼女はよろよろと立ち上がるとラングスの前に回り、深く頭を下げた。

「ラングス先生、私が……私が盗んだんです！　全部、私の罪です、ごめんなさい！」

　震えながら、覚えのない罪を告白した。

　ラングスが講師の職を失ったり、ましてやマルグレイ侯爵ににらまれて命を落とす羽目になったら、ココリナはこの先、永遠に悔やんで泣き暮らすことになってしまう。

「アリシアさん、お願いです。ラングス先生のことは、侯爵さまに言わないで……」

　侯爵令嬢を振り返って懇願しようとしたココリナだったが、アリシアの顔を見るよりも先にラングスに腕を引かれ、よろめいたところをぎゅっと抱きしめられていた。

「あなたは、どこまでお人好しなんですか、ココリナさん」

「せ、先生……」

　ラングスの胸に頬が当たっている。そう自覚すると、また激しいどきどきが襲ってきた。布越しに伝わってくる彼の体温が、直接ココリナの頬に触れ、熱で真っ赤に染まっていくのが目に見えるようだ。

　またドキドキに襲われているが、これまでよりも強い動悸を感じて、たまらずココリナは目を閉じた。

「いいですかココリナさん、嘘はいけません。自分を貶める嘘は決していけません。あなたが僕を心配してそんな嘘をついてくれたことは、とてもうれしいです。しかし、僕のためにあなたが嘘をつき、その身に何かあったら、僕はこの先一生、悔やんでも悔やみきれないでしょう」

　彼が梳くしけずったつややかな長い髪を撫でながら、ラングスがココリナの額に唇を寄せた。
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「きゃ……」

　途端に心臓が驚いて、口から飛び出しそうになってしまう。

（私、死んでしまうかも！）

　立っているのも覚束ないほど足がガクガクしてしまい、無意識にラングスの身体にもたれかかってしまった。

　ラングスはよしよしとココリナの頭を撫でると、顔を上げてアリシアを鋭く見据えた。

「アリシア・フィン・マルグレイ、ただいまをもってこの学院から除籍処分とする。異議があるのであれば、後ほど魔導省へ申し入れること。だが、この決定は覆らないものと覚悟しておくように」

　やさしいラングスとは思えないほど厳格な、冷たい声ではっきりと告げると、アリシアは「は？」と理解に苦しむ顔をした。

　だが、彼の言葉の意味を呑み込むと、その美しい面を怒りの形相に塗り替える。

「魔力も持たない一講師に何の権限があって！　昼行灯のくせに！　そんなに首を飛ばしてほしいのなら、お望み通りにしてさしあげるわ」

「アリシアさん、お願いです！　ラングス先生のことは……！」

　ココリナの訴えに鋭い一瞥を投げつけると、踵を返したアリシアは、副学院長が魔導省幹部を引き連れてきたのを見て、微笑んだ。

「副学院長先生、ここに窃盗犯がおります。それから至急、学院長先生をお呼びいただけますか？　魔力も持たない一講師が何を勘違いしたのか、私を除籍にすると吠えております。どうか学院長先生からラングス・シールギッド講師に対し、厳重な指導をお願いしとうございますわ」

　だが、初老の副学院長は困った顔で肩をすくめ、アリシアの希望を否定した。

「それはできない相談ですよ、アリシア嬢」

「魔力すら持たない一講師が、生徒とはいえ、侯爵家の人間に命令できるのはなぜですか!?　私の言葉は信用できないとおっしゃるの？　では、父を呼んでください！」

　副学院長が首を横に振るのを見て、アリシアはますます激高したが、その背中に、ラングスの静かな声が突き刺さった。

「権限ならあります。今は僕が、この学院の学院長ですから」

　ふたりの娘はそれぞれの驚き方でラングスをみつめた。ココリナはひたすら目をぱちくりさせ、アリシアは呆れた顔を苦笑に歪めて。

「ラングス先生はご存じないのかしら。この学院は、国家の中枢とも言うべき魔導省の優秀な人材を育成するために設立されているんですのよ。学院長は魔導省の幹部に名を連ねる高名な魔導師でなければなりませんの。失礼ですが、ラングス先生は魔力を欠片もお持ちでは……」

　そう嘲ったアリシアだったが、ラングスが右手を広げると次第に顔色が青ざめてきた。

「優秀であるはずのあなたは、僕が魔力を表に出さず、隠していることにも気づかなかったのですか」

　それこそ魔力を持たないココリナには何が起きているのかわからなかったが、ラングスの手のひらから風が起きたように見えた。アリシアの長い髪が強い風に煽られたのだ。周囲には、風なんてそよとも吹いていないのに。

「うそ……そんな……」

　助けを求めるように副学院長を振り返ったアリシアだったが、副学院長はラングスが学院長であるという言葉を否定しなかった。

「あなたがココリナさんにかけた猫化の魔術は、三日ほどで解けましたよ」

「嘘だわ！　だって、さっき私が術を解くまで、その子は猫で……」

　言ってから、アリシアはあわてて口を噤んだが遅かった。自分がココリナに術をかけたことを告白してしまったようなものだ。

　ラングスがふっと口元だけで笑い、手のひらを握りしめた。すると、アリシアにだけ吹きつけていた風がぴたりと止む。

「解けた術は僕がかけなおしておきました」

「かけなおし……？」

　アリシアの目に焦燥の色が浮かび、唇がわなないた。

「ええ。猫の姿では不憫かとも思いましたが、思いがけずかわいく……じゃなくて、このほうがゆっくり彼女が休めると考えたので。寮棟では、本来彼女のものではない、必要のない仕事もたくさんさせられていたようですし、生まれを理由に不当な扱いを受けていることが腑に落ちなかったもので。結果、ありもしない盗難の犯人にされそうになったりとかね。これは僕の個人的な問題でもありますが、ココリナさんを陥れようとするあなたを許せそうにありません」

　にこっとラングスが笑うと、彼女は目に見えるほどガタガタと震え出した。

「先生は……魔導師なのですか……？」

「きちんと自己紹介していませんでしたが、僕は魔導省の人間で、ラングス・シールギッド・フィン・ギルフォードといいます。このたび、父が名ばかりの学院長の座から退くことになりましたので、代わりに先月から就任しています。学院の内情を見るために、特に学院長交代については公表していませんでしたが、これは魔導省による正式な決定です」

　ギルフォード家とは、国王家と血のつながりのある大貴族で、代々優秀な魔導師を何人も輩出している名門の公爵家である。

　いくらアリシアが侯爵家の特権を振りかざしたとしても、ギルフォード公爵家の前にはなんの威光も及ぼさないだろう。

（じゃあ、先生のお父さんが、カリム先生の息子さん――）

「学院長としての初仕事が優秀な人の除籍処分とは、実に残念でなりません。ちなみにこれらの会話は、僕の父である前学院長をはじめ、魔導省や講師陣の耳にも入っておりますので、悪しからず」

「遠話えんわの術……」

「そういうことです。イースバーンの魔導師は、国を発展させ、人々の暮らしをより豊かにするために存在しています。むろん、それは貴族のためだけではなく、多くの庶民のためのものなのです。ココリナさんを卑しい者と切って捨てたあなたに、魔導省に属する資格はありません。それどころか、他人を害するために力を行使する。これは正式な魔導師であれば制裁を科される事案です」

　恐怖に青ざめていたアリシアは、目に涙をためてラングスに取り縋ろうとしたが、愕然としてその場に膝から頽くずおれた。

「とりあえず、正式な通知がいくまでは自室で待機していてください。魔導省の監視下で」

　アリシアは何かを訴えようとしてラングスに顔を向けたが、彼の顔に何を見たのか、すぐに目を伏せ、おとなしく副学院長に付き添われてこの場を後にした。

　その後ろ姿が見えなくなるまで見送ると、ラングスが複雑な表情をしているココリナの肩に手を置いた。

「すみませんでした、ココリナさん。大変な目に遭わせて。まさか彼女がここまでするとは思ってもみませんでした。どう決着をつけるつもりなのか、すこし観察しようと思っていたのですが……」

「いえ……あっ、でも、シールギッド先生が学院長先生だったなんて……。じゃあ、カリム先生の……」

「さっきはラングスと呼んでくれたのに、シールギッドに逆戻りしてしまいましたか。ギルフォード公爵カリムは僕の祖父です。僕は十五のときからずっと外国に留学していて、イースバーンを長く留守にしていたのですが、留学前日に祖父とヴァルムに出かけたとき、帰りがけに祖父が連れ帰った女の子が、まさか学院で使用人をしているだなんて、ちっとも知りませんでした」

　ココリナは大きな目をますます大きくしてラングスを見上げた。

「あの馬車に、シールギッド先生も……？」

　老学院長に助けられたことは覚えていたが、それ以外のことはまったく記憶になかった。あの馬車に、十五歳のラングスが同乗していただなんて。

「学院長就任が決まるすこし前、学院長室で祖父の遺品を整理しているときに、あなたとやりとりをした手紙をみつけたんです。たどたどしい文字で一生懸命、覚えた文字や言葉を報告しているのを見て、ほっこりしました。でもまさか、使用人だなんて思ってもみなかったので……必要以上の苦労をさせて申し訳ありませんでした」

　ラングスに頭を下げられて、ココリナは慄きすらして首を横に激しく振った。

「学院長先生に頭を下げてもらっては困ります。それに、働かせてくださいって、私がカリム先生にお願いしたんですよ！　だから、ここに置いてもらえることが本当にうれしかったんです」

　そう訴えると、ラングスはますますやさしい目になって笑った。そのやわらかな表情をずっと見ていたいと思うのに、猛烈に恥ずかしくなって目を逸らしてしまう。

　――そう、恥ずかしいのだ。

「とりあえず、その格好ではかわいそうだ。部屋まで連れていきますから、服を着るまで猫になっていてはいかがですか？」

　言われて、全裸の上にラングスのローブを羽織っているだけだということを思い出し、ローブの前を合わせると、頬を赤らめて小さくなった。

「では、失礼して」

　ラングスが指先を動かすと、たちまちココリナの姿は子猫のココに早変わりする。

　地面にふさりと落ちたローブを羽織ったラングスの手が、子猫の身体を抱き上げた。

「こうしてココちゃんを抱っこするのは、これが最後かな。すこし名残惜しくもあります」

　そう言って額にキスされると、思わず地面に穴を掘りたくなった。
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　ラングスに抱えられたまま久しぶりに自分の部屋に戻ると、人間に戻してもらい、着慣れた使用人のお仕着せに着替える。あちこち綻びていて、自分で繕った跡があるものだが、半月も猫でいたせいか人間の服を着るとほっとした。

（猫の生活はとてもラクで楽しかったけど、やっぱりラングス先生とお話ししたいし）

　身なりを整えると、ラングスの待つ講師室へ向かい、おそるおそる扉をたたいた。

　応えがあって戸を開けると、いつもと変わらない笑顔のラングスがソファに腰かけ、隣には先日会ったばかりのギルフォード公爵が待っていた。

「ココリナさんと会うのはなんだか、久しぶりですね」

　ココリナにソファを勧めながら、ラングスが満面の笑みを浮かべる。

「そ、そうですね」

　毎日一緒にいたはずだが、人間の視点と猫の視点では見える世界がまるで別物だった。

　言われるままに、ギルフォード公爵親子の前におそるおそる座ると、厳めしい顔をしたギルフォード公爵がまじまじとココリナを見た。

「はじめまして、ココリナさん。ラルス・フィン・ギルフォードと申します」

「あっ、は、はじめまして……」

　……というにはつい最近、猫の姿で撫でまわされたばかりだったが、公爵はあれが彼女だったと知っているのだろうか。

　どきどきしていると、にこっと笑われた。

「ん、はじめましてには違いないが、そうでもないか。先日は失礼したね、若いお嬢さんを撫でまわしたりして」

「父上、軽く変態発言ですよ」

「そうかね」

「ええ」

　笑顔でラングスが父親をたしなめ、つくづくココリナを眺めた。

「以前より健康的に見えますね」

「猫になっていっぱい食べていっぱい寝たからでしょうか。でも、すごく身体は軽く感じます。先生は私に休暇をくださったんですね」

「毎日、朝早くから夜遅くまで忙しそうにしていたから、心配していました。きっとあなたのことだから、人間に戻したら『休め』といっても働いてしまうだろうと思って、半強制的に休暇とさせていただきました」

「しかし、父のカリムが亡くなって学院を引き継いだ際、あなたの存在を知っていれば、もうすこし待遇をよくするなりできたと思うが。父とはあまり顔を合わせる機会もなかったので、あなたのことを知らずにいたのだが、ずいぶん苦労をさせたようだね」

　公爵がため息交じりにこぼしたので、ココリナは頭を振った。

「とんでもないです！　私、仕事をもらえただけでなく、住む場所や食事までいただけるので、ここでの生活にとても満足しているんです。カリム先生には、本当に感謝しています。でも私、シールギッド先生が学院長先生だなんて思ってもみなくて、ずいぶん失礼なことをしたかもしれません――。これから先も、ここで働かせていただけますか……？」

　彼女のいちばんの懸念材料である今後の仕事に言及すると、ラングスは立ち上がってココリナの前に立ち、屈んで目を合わせた。

「失礼などされていませんよ。むしろ、猫のままにしておいて申し訳ありませんでした。あなたの意思も確かめずにしたことですから、きっと不安だったと思います。でも、ココリナさんがあんまりかわいくて……」

「え？」

「ラングス、おまえも軽く発言が変態だが」

「なんですか、父上だってさんざん子猫のココリナさんをかわいがっていたじゃありませんか」

「あたりまえだろう、子猫だぞ！　若いお嬢さんだと頭でわかってはいても、子猫に触れずに無視することなど、できるはずがない」

　ココリナが顔を上げて父子の会話に目をぱちくりさせると、ラングスは笑って彼女の頭を撫でた。

「すみません、話が逸れました。今後もここで働いてくれるというのなら、もちろん大歓迎です」

　そう保証してもらえると、ココリナは思わず顔を輝かせて笑ったが、すぐに表情をあらためた。

「ありがとうございます！　でも、アリシアさんはどうなってしまうんですか？」

「除籍処分ののち、おそらく強制的に魔力封じの術を施されて、二度と魔術に携われなくなるでしょうね」

「私のせいで……？　そんな、そこまでしては……」

　ココリナの琥珀色の瞳が大きく見開かれた。今の彼女にもう猫耳はないが、もしまだ猫の姿だったら、しゅんと耳が寝ていたことだろう。

「いえ、これは魔導省で定められた厳格な掟であり、彼女のしたことは犯罪なのです。魔術で誰かを傷つけることを許してしまえば、この社会の秩序が乱れますし、魔術師や魔導師は人々にとって忌むべき存在になってしまう。この世界には、魔力を持たない人のほうが圧倒的に多いのですから。我々のように異能を持つ者たちは、誰よりも己を厳しく律することができないと、この社会に溶け込むことができないのです。これは、魔力を持つ人間が自分の存在を守るために絶対に必要な掟なのですよ」

　今までに見たことがないくらいの厳めしい顔をしたラングスだったが、不安そうに見上げるココリナに気がつくと、すぐに頬を緩めた。

「だから、あなたがそんなふうに心配することはありません。この学院に入学する際、それらの説明はすべてしていますからね」

「おまえも承諾なくココリナさんを猫にしていたのではないか？」

　ギルフォード公爵の指摘にラングスは目を丸くし、ぺしっと自分の額を打った。

「それは――迂闊でした」

　一世一代の大ポカをやらかしたという顔で、ラングスは眉間に皺を寄せたが、ココリナはすぐに首を振ってそれを否定した。

「私、傷つけられてなんていません。先生にかわいがってもらえるから、ずっと猫でもいいかな、なんて、思って……」

　言ってから、ココリナはボッと頬を赤くして下を向いたが、屈んだラングスがさらに低い位置から彼女の顔を覗き込んだ。

「猫でなくてもかわいいですよ、ココリナさんは。ずっと構っていたいですし」

「ああ、ああの……」

　濃紺色の瞳にじっとみつめられると、顔が燃えるように熱くなってきて、例のドキドキがさらに強くなった。ココリナはあわてて自分の頬を押さえてうつむく。とても平常ではない反応だ。

　もはやどっちを向いていいのかもわからなくなり、あたふたしながら暴れる胸を押さえた。

「ね、猫のときはまだ大丈夫だったんですけど、やっぱりシールギッド先生の前にいると、私おかしいままです」

「何か、おかしいのかね？」

　ココリナとラングスにしてみれば、先日の会話の続きなのだが、当然、ギルフォード公爵にはわからない話である。

　ラングスを前にしたときの自分の変調を、ココリナは公爵に訴えたのだが、それを横で聞いているラングスは気まずそうに目を逸らし、公爵は「ほう」と瞠目した。

「なんだ、本の虫だったおまえに、そんな色っぽい話があろうとは思ってもみなかった！　先日、『彼女をギルフォード家の養女に』なんて言っていたが、そこは間違いじゃないのか、ラングス」

「そっ、その話はまた別です！」

　今度はココリナにわからない話になった。

　だが、ラングスがあわてる場面などめったにお目にかかることもないし、ココリナの知らない彼の表情を見ていると、なんだかとてもうれしくなった。

　ラングスは咳払いして父を横目ににらんでから、ココリナに向き直った。

「ここで働いてくれるのなら大歓迎と言いましたが、実はこれまでとは違う仕事に従事していただきたいと考えていますが、どうでしょう」

「違う仕事……？」

「はい。魔力を持つ者だけを集めたこの学院では、アリシア嬢のように、己を特権階級と勘違いする人間がわりと後を絶たないのです。そんな環境では、魔力のない多くの人々を思いやることのできる人間を育てるのは難しいですし。僕が留学していた国では、学問はすべての人々に開かれていて、魔力のあるなしや身分などいっさい関係なく、学びたい人間が自由に学べる場所が『学院』でした。このイースバーン王立学院も、そうした場所にしたいと常々考えています。むろん、魔導省も承諾済みです」

　運よく学院長に拾われたココリナは、読み書きを教わることができたから、たくさん本を読んで知識を得て、楽しさも知ることができた。しかし、市井には字を知らない人が少なからずいるのだ。子供に限らず、大人でも。

「――それは、とってもすてきなことだと思います」

「そして、ココリナさんみたいに親のいない子供たちが王都にはたくさんいます。その子たちに読み書きを教えて、希望するのならば進学もできるような学院を作っていきたい――そう考えているのですが、いずれココリナさんには、子供たちに読み書きを教える先生になってほしいのです」

　自分の目が真ん丸になっていく感覚があった。

「私が、先生……？」

「はい。あなたのようにやさしい努力家になら、子供たちも教わりやすいと思いますから。いかがですか？」

　思ってもみなかった提案に、ただひたすら目をぱちぱちさせることしかできなかった。

「すごく、楽しいと思います――！　でも、私にできるでしょうか」

「もちろん今すぐに、というわけではありません。体制づくりからはじめることですし、準備には時間もかかります。だからその間、魔力を持たない学生の第一号になってみませんか？　いろいろ苦労もあるとは思いますが……」

「――！」

　思わず立ち上がり、大きく開けた口元を手で覆うと、ココリナはラングスをみつめた。

「私も、講義室で先生のお話を、聞けるんですか……!?」

「ええ、もちろん。制服を着てね」

　いつも中庭で掃除をしながら、講義を受けている学生たちをうらやましく眺めていたが、あそこに入れるのは貴族と、魔力を持つ人々だけに許された特権だった。

　そこに自分が入っていけると思っただけで、うれしくて舞い上がりそうだ。

「卒業したら、子供たちの先生になってあげてほしいんです。講師に必要なことは僕が教えますし、あなたが学びたいことがあれば、なんでも協力します。実は、ココリナさんと祖父の手紙のやりとりを、いちばん最近のものまで読みましたが――といっても、新しいものは五年前でしたが、古代語まですらすら書いてあったので驚きました。今はもっとたくさん読めるのではないですか？」

「カリム先生にいただいた本は、もう何十回も何百回も読みましたから……」

　文字や言葉を覚えることが楽しくて、仕事が終わったあとにベッドの中でずっと本を読んでいたのだ。ときどき、深夜まで読書に耽ってしまうことがあって、おかげで日中は怒られっぱなしという日もたまにあったが……。

「いいのではないか？　私も魔導省に彼女を推そう。いい事例になるのではないか」

　そう言ってギルフォード公爵は立ち上がり、立ったまま驚きに茫然としているココリナに手を差し出した。

「今後とも、公私ともによろしく、ココリナ嬢。では私は、事の次第を報告するために城に戻る。うまくやれよ、ラングス」

「ええ、大きなお世話です」

　こうしてギルフォード公爵が退出すると、ココリナは夢を見ているような気分で手を握り合わせたが、この喜びをどう消化すればいいのか迷ってそわそわし、頬を紅潮させた。

　そんなココリナを眺めるラングスは、彼女の傍まで歩き、目を細めて笑う。

「うん、猫もいいけど、やっぱりこっちのほうがかわいいですね！　僕、好きですよ。ココリナさんが」

「好き……？」

「はい。僕はあなたと違って、薔薇園で突然ココリナさんに会っても、心臓がどきどきしたり頬が熱くなったりはしませんが、すごくすてきな宝物をみつけたみたいにわくわくしますし、あなたがかわいい声で笑ってくれると、愛しくなってぎゅっとしたくなります。好きですから」

　言われたそばから心臓がどきどきしているが、彼が言うのと同じ感覚が自分の中にもあるのはわかる。どきどきはするけど、同時にわくわくもしていた。やさしい声で話しかけてもらえると、天に昇るほどにうれしかった。

「私がどきどきするのは、シールギッド先生が好きだから……ですか？」

　問われて、ラングスは笑い出した。

「そうだったら、とてもうれしいですね！　ココリナさんは、いつもにこにこしていて向日葵みたいで、僕の元気の源です。ついでに、『ラングス』と呼んでいただけると、大変光栄なのですが」

　もちろんココリナにだって好きなものはたくさんある。でも、大好きな黒猫のピピを見かけたって、ドキドキしたり頬が赤くなる現象には見舞われない。ラングスのときだけ胸が苦しくなるから、何かおかしいのだと本気で思い込んでいたのだ。

「好き――ああ、私、ラングス先生が大好きです……」

　そう理解したら、一気に視界が開けた気がした。

　目の前のラングスをあらためて見上げるとやっぱり平静ではいられないが、この息苦しささえも心地よく、特別なものに思えるから不思議だ。

「そんなふうに言われると、さすがに僕も照れます。はじめは、おじいさまが連れてきたあなたをギルフォード家の養女に……そう考えていたのですが、考えが変わりました。大好きな女の子を『妹』にはしたくないですしね」

「それは、どういう……？」

　ラングスは意味ありげに笑うと、ココリナの頭に手を置いた。

「これはとても公私混同な話なんですけど――もしココリナさんさえよければいずれ、ギルフォード家の養女ではなく、僕の妻になってもらえませんか？」

　琥珀色の瞳を大きく瞠り、ラングスの唇が頬に触れるのを感じていた。

　あたたかくて、すっかり鼻に馴染んだラングスの匂いがして、きゅっと胸が締めつけられるような不思議な幸福感。

　穏やかな安心がそこにあって、足許が安定する感覚があった。

「僕は現ギルフォード公爵家の次男でして、公爵家を継ぐことはありませんので、気負うことは何もありません。幸いにして魔導省に籍がありますので、食い詰めの次男坊というわけでもありません。あなたが学院を卒業したときに、まだ僕のことを好きでいてくれたら――考えておいてください」

　今は人間の耳なのに、猫みたいにぴんと立っている気がして落ち着かない。

「好きです、先生。私、ずっとラングス先生のことを好きでいると思います。だって、こんなすてきな気持ちが、なくなってしまうなんてありえないですから！」

　弾けるように笑ったら、ラングスのやさしい唇が自分の唇に重なるのを感じた。
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「ココリナ先生、こっちで本読んで」

「だめだめ、ココリナ先生は俺らと追いかけっこするんだから」

　たくさんの子供たちに手を引っ張られて、ココリナは苦笑しながら提案した。

「わかりました、では順番に……」

　だが、子供たちはココリナの出した案には乗らなかった。

「本が先だったよ！」

「追いかけっこは昨日から約束してたんだぞ！」

　ますます騒ぎが大きくなった。






　――ココリナ・フィン・シールギッド、だいたい二十二歳くらい。

　貴族でもなく、魔力も持たない彼女は、二十歳くらいの頃にイースバーン王立学院を卒業すると、学院長にしてギルフォード公爵家の次男、シールギッド子爵と結婚し、初めて姓を得た。

　年齢があいまいなのは、彼女が自分の生まれた年も月日も知らないからだが、あえてそれを隠すことなく、もともと王都の下町で生活していたことを公表していた。

　むろん、貴族の間では一波乱あったようだが、そういった外野の騒ぎは夫のラングスや義父のギルフォード公爵がすべて引き受けてくれていた。

　ココリナはまったく気にすることなく己の勉学と、『講師』として受け持つことになる、身寄りがなかったり貧しい子供たちに心を砕いた。

　下町でたむろしていた子供たちは、この学院に来た当初は敵対心や反発などで、ちっともおとなしくなかったし、手を焼くことのほうが多かった。だが、講師が他に一人増え、二人増え……となって運営が軌道に乗り、子供たちもこの境遇に慣れてくると、むしろおっとりした彼女によく懐いた。

　下町で身寄りのない子供たちは、たいてい街の大人たちから手ひどい扱いを受けた経験があるので、大人の、特に男性を嫌う傾向が大きかったが、最近は学院長にも慣れてきたようだ。

「順番無視でいいのなら、ココリナ先生は僕が連れていっちゃいますね」

　ひょっこりやってきた学院長が彼女の肩を抱き寄せたものだから、子供たちは一斉に抗議の声をあげる。

「学院長先生、ずるい！」

「あなた方がそんなにココリナ先生の腕を引っ張ったら、ちぎれちゃいますからね」

　ラングスが逃げ出すと、それを取り囲んでいた子供たちが追いかけはじめる。

　図らずとも、彼が追いかけっこを担当してくれたようだ。

　そんなラングスにココリナは笑顔を向けると、本好きなおとなしい子供たちに読み聞かせをはじめた。






「幼等部の子供たちも、だいぶ学院に慣れてきたようだから、講義が回るようになってきたんじゃないかな。講師も増やせそうだ」

「そうですね。みんな、ちゃんと読み書きできるようになってきました。もちろん、座っているのが嫌いな子もいますけど、みんな本を読むのは好きみたい」

　学院からの帰りの馬車の中で、受け持った子供たちの成長ぶりを夫に報告すると、隣に座ったラングスがココリナの肩を抱き寄せ、額にキスをした。

「卒業してから二年、ずいぶん奔走してきましたが、そろそろ落ち着いたかな」

「はい！　毎日すごく忙しいけど、とっても楽しいです！　ラングス先生も学院長のお仕事、慣れました？」

「ええ、まあ。お偉いさまたちとの会議ばかりですけどね。おじいさまの代から、だいぶ学院の方針を変えたので悶着もありましたが、若者の粘り勝ちです」

　ひとしきり笑い合うと、ラングスがココリナの指に指を絡めた。

「それで、毎日がんばってるココリナに、さらに苦労をかけたいんですけど、どうでしょう。余裕はありますか？」

「苦労ですか？　あ、でもそろそろ、次の子たちを入れても大丈夫だと思います」

　まだ街にはたくさんの子供がいるし、貧しい家からも、学院に入りたいという希望がたくさんきているのだそうだ。

　ますます忙しくなるだろうが、もともと働くことが好きだし、たくさんの子供たちに囲まれているのはとても楽しい。

「あ、うん。それもそうなんですが。幼等部は講師も増やせたし、貴族間での理解も深まってきましたから、ココリナがひとりで背負い込むことはないですよ」

　指をつなぎながらラングスは笑い、妻の唇にそっと重なる。

「そうではなく、そろそろ僕たちの子供を――って考えてるんですけど、いかがですか？」

「え……あ！」

　ココリナが学生として学院に在籍していた間は、『恋人』のような『講師と生徒』というようなあいまいな関係のままだった。

　卒業してすぐ結婚したものの、新設された幼等部のことで、のんびりふたりきりの時間を過ごすこともあまりなかったのだ。

「そんなこと、考えたこともなかったです――！」

「つれないな、結婚してるのに」

　眼鏡の奥で苦笑するラングスの濃紺の瞳を見上げ、ココリナは笑った。

「勉強のこととか、学院のこととか、ラングス先生のことだけで頭がいっぱいだったんです」

「僕のこともちゃんと入ってましたか、よかった」

「だって、出会ったばかりの頃から、ラングス先生はずっと私の真ん中にいたんですから」

　そう言うと、彼はうれしそうにココリナの赤毛をぐりぐり撫でた。

「では？」

　ラングスに提示されたその案を自分の中に落とし込んでみたら、突然、未来がますますまぶしく思えた。

「はい！　ラングス先生の子供、欲しいです！　私たちだけの子供なんて、すごくないですか!?」

「快諾してくれてありがとう。それと、そろそろ僕を『先生』と呼ぶのはやめませんか？　なんだか、悪いことをしている気分だ」

「先生は先生ですもの。でも、いやだとおっしゃるならやめます。好きだから……」

　すると、ひょいと小柄な身体を抱き上げられ、彼の膝の上に載せられて、とろけるような甘いくちづけに身を任せる。

　やっぱり先生のお膝の上、天国だ――。
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